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要
約
：

　

現
在
の
研
究
動
向
で
は
、
親
鸞
書
簡
は
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』『
善
性
本
御
消
息
集
』『
血
脈
文
集
』『
末
灯
鈔
』
と
い
っ
た
諸
書
簡
集（（
（

に
収
載

さ
れ
た
も
の
や
真
筆
の
残
る
書
簡
及
び
古
写
の
書
簡
を
勘
案
し
て
、
全
四
十
三
通
（
又
は
四
十
二
通
（
と
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
は
そ
れ
ら
の
信
憑

性
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
な
い（（
（

。
そ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
は
、
文
献
批
判
的
立
場
か
ら
、
そ
れ
ら
の
書
簡
の
一
部
に
は
親
鸞
の
思
想
と
の
異
質
性
が
見

ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
特
に
慈
信
房
義
絶
問
題
に
関
わ
る
書
簡
は
、
門
弟
（
性
信
系
統
（
が
親
鸞
書
簡
を
模
倣
し
て
、
彼
ら
の
思
想
に
基
づ
い
て

改
変
・
制
作
（
偽
作
（
し
た
も
の
で
あ
り
、
慈
信
房
を
追
い
落
と
し
、
自
ら
を
正
統
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
を
編
集

し
た
こ
と
を
論
じ
る
。

導
入
部
：

　

本
稿
で
扱
う
親
鸞
書
簡
は
い
わ
ゆ
る
「
慈
信
房
（
善
鸞
上
人
（
義
絶
問
題
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
関
わ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
慈
信
房
義
絶
問
題
に

つ
い
て
簡
略
に
紹
介
す
る
。
慈
信
房
義
絶
問
題
と
は
、
親
鸞
が
実
子
で
あ
る
慈
信
房
を
「
今
は
父
子
の
ぎ
（
義
（
は
あ
る
べ
か
ら
ず
そ
う
ろ
う
」（（
（

「
自
今
已
後
は
慈
信
に
お
き
て
は
（
親
鸞
が
（
子
の
儀
お
も
い
き
り
て
そ
う
ろ
う
な
り
」（（
（

と
し
て
義
絶
し
た
と
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、
慈
信

房
に
対
す
る
義
絶
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
た
か
否
か
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
資
料
の
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
親
鸞
生
存
中
に
慈
信
房
に
対

す
る
義
絶
が
起
き
た
こ
と
は
な
く
、
関
係
文
書
は
親
鸞
没
後
に
門
弟
に
よ
っ
て
制
作
（
偽
作
（
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る（（
（

。

　

そ
れ
ら
の
文
書
の
中
で
、
義
絶
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
慈
信
房
の
行
為
を
簡
略
に
述
べ
る
と
、
親
鸞
が
関
東
よ
り
京
都
に
戻
っ
た
後
、
親
鸞
門
弟

の
或
る
者
た
ち
が
「
い
か
な
る
悪
い
行
為
を
し
て
も
阿
弥
陀
如
来
の
救
済
の
対
象
か
ら
は
外
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
積
極
的
に
悪
を
な
す
こ
と
こ

親
鸞
書
簡
の
信
憑
性
の
再
検
討

藤
　
　
井
　
　
　
　
　
淳　
　
　



親
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書
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二
一
八

そ
が
弥
陀
の
救
済
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
弥
陀
の
本
願
を
信
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
い

わ
ゆ
る
〝
造
悪
無
碍（（
（

〟
を
主
張
し
て
、
社
会
的
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
め
、
親
鸞
が
慈
信
房
を
関
東
に
派
遣
し
て
問
題
の
鎮
静
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
慈
信
房
は
自
分
自
身
が
教
団
を
統
括
し
よ
う
と
す
る
野
心
を
起
こ
し
、
関
東
の
門
弟
た
ち
に
つ
い
て
親
鸞
に
讒
言
し
た
と
さ
れ
る
。
当
初
、

親
鸞
は
慈
信
房
の
報
告
を
信
用
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
慈
信
房
の
虚
偽
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
し
て
、
一
転
し
て
門
弟
側
を
信
頼
し
、
慈
信
房
を
義

絶
す
る
に
い
た
っ
た
と
さ
れ
る
。
上
記
の
理
解
は
、
現
存
す
る
書
簡
の
信
憑
性
を
認
め
た
場
合
の
一
般
的
理
解
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
の
研
究
状
況
と
し
て
は
、
多
少
の
留
保
は
あ
り
な
が
ら
も
、
お
お
む
ね
慈
信
房
に
対
す
る
義
絶
そ
の
も
の
は
存
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る
資
料
批
判
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
資
料
の
信
憑
性
の
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
資
料（

（
（

の
紹
介
：

慈
信
房
義
絶
問
題
に
直
接
関
係
す
る
書
簡

　

A
「
慈
信
房
宛
義
絶
状
」（
顕
智
書
写
（（（
（

　

B
『
血
脈
文
集
』
第
二
通
（
性
信
宛
（（

（
（

「
義
絶
通
告
状
」
と
呼
ば
れ
る

慈
信
房
問
題
に
関
係
す
る
書
簡

　
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
一
通
～
第
六
通
（
慈
信
房
宛
と
推
定
さ
れ
る
（、
第
十
通
、
第
十
一
通
（
以
上
、
慈
信
房
宛
（

　
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
七
通
、
第
十
三
通
（
以
上
、
性
信
宛
（、
第
十
二
通
（
真
浄
宛
（

　

親
鸞
の
書
簡
を
集
め
た
書
簡
集
に
は
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』『
血
脈
文
集
』
の
他
に
『
善
性
本
御
消
息
集
』『
末
灯
鈔
』
が
存
在
す
る
が
、
慈
信

房
に
関
わ
る
問
題
は
、
重
複
す
る
『
末
灯
鈔
』
第
十
六
通
（『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
五
通
（・
第
十
九
通
（
同
第
二
通
～
第
四
通
（・
第
二
十
通
（
同
第

一
通
（
以
外
に
は
な
く
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

門
弟
の
著
作

　
『
浄
土
法
門
見
聞
集
』（『
浄
土
法
門
見
聞
鈔
』（（
（（
（

　
『
一
向
帰
西
鈔
』（『
一
心
帰
西
鈔
』（（
（（
（
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二
一
九

　
『
浄
土
真
宗
聞
書
』（（（
（

　

上
述
の
文
献
は
従
来
の
研
究
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た（（（
（

資
料
群
で
あ
る
が
、
文
体
や
内
容
か
ら
直
弟
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り（（（
（

、
時
代
的
に
も
親
鸞
書
簡
で
扱
わ
れ
た
問
題
・
用
語
と
共
通
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
親
鸞
書
簡
と
の
関
わ
り
で

位
置
づ
け
る
。

研
究
史
：

　

上
述
の
A
慈
信
房
宛
義
絶
状
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら
真
作
・
偽
作
両
説（（（
（

が
あ
る
。
偽
作
説
に
立
つ
梅
原
隆
章
［
一
九
六
一
］
一
七
頁
は
A
に
出

る
「
継
母
の
讒
言
」
と
「
萎
め
る
花
」
に
つ
い
て
は
「
慎
重
な
再
検
討
が
必
要
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
特
に
進
展
が
見
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
私
は
『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
十
一
号
で
こ
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
、
時
代
背
景
や
典
拠
を
示
す
こ
と
で
、
門
弟
側
に
慈

信
房
を
貶
め
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
後
述
（。

　
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』（（（
（

に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
了
祥
が
『
弁
御
消
息
集
』
の
中
で
、
そ
の
一
部
を
親
鸞
の
思
想
と
の
異
質
性
が
見
ら
れ
る
と

指
摘
し
、
方
便
の
説
と
し
て
い
る（（（
（

。
近
く
は
遠
藤
美
保
子
［
二
〇
〇
二
］
が
真
筆
の
存
し
な
い
消
息
類
に
つ
い
て
の
問
題
を
指
摘
し
、『
親
鸞
聖
人
御

消
息
集
』
の
一
部
に
は
挿
入
・
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
研
究
の
大
勢
と
し
て
は
、
平
松
令
三
［
一
九
八
八
］
五
四
―
六
〇
頁
に

『
末
灯
鈔
』
の
誤
写
や
語
句
の
一
部
の
改
変
な
ど
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
四
十
三
通
の
親
鸞
書
簡
は
一
般
に
真
作
と
し
て
問
題
な
し
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
慈
信
房
に
関
係
す
る
書
簡
を
収
載
す
る
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
に
は
、
遠
藤
美
保
子
氏
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
内
容
・
語
彙
と
も
に

問
題
が
あ
り
、
編
纂
者
の
意
図
も
視
野
に
入
れ
て
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る（
（（
（

。

義
絶
関
係
書
簡
二
通
の
信
憑
性
の
偽
疑

　

A
「
慈
信
房
宛
義
絶
状
」
に
つ
い
て
の
関
連
資
料

　
「
慈
信
房
宛
義
絶
状
」
で
は
、
慈
信
房
に
①
世
間
・
②
出
世
間
と
も
に
問
題
行
為
が
あ
っ
た
の
で
、
親
鸞
は
息
子
の
慈
信
房
を
義
絶
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
こ
で
要
点
の
み
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
（
詳
細
は
拙
稿
『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
十
一
号
参
照
（。
同
書
簡
で
は
、



親
鸞
書
簡
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藤
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二
二
〇

慈
信
房
は
①
自
ら
の
非
を
親
鸞
が
信
じ
て
い
る
の
は
、（
母
親
で
あ
る
恵
信
尼
が
生
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
（
継
母
が
存
在
し
て
い
て
、
親
鸞
に
讒
言

し
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
虚
言
を
言
い
（
世
間
的
問
題
行
為
（、
②
第
十
八
願
を
「
し
ぼ
め
る
花
」
に
譬
え
て
貶
め
て
、
人
々
に
捨
て
さ
せ
た
と
あ
る

（
出
世
間
的
問
題
行
為
（（
（（
（

。
従
来
の
研
究
は
こ
れ
ら
を
真
実
と
し
て
慈
信
房
の
義
絶
は
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
う
ち
、
①
前
者
に
つ
い
て
は
、
継
母
の
讒
言
に
よ
る
義
絶
が
多
発
し
て
い
た
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
書
簡
の
作
成
者
が
慈
信

房
に
同
情
の
余
地
の
な
い
、
正
真
正
銘
の
問
題
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
印
象
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
後
者
に
つ
い
て
は
、

義
絶
状
で
は
慈
信
房
は
「
萎
め
る
花
」
を
悪
い
意
味
で
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
典
拠
は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
在
原
業
平
は
、

そ
の
心
余
り
て
言
葉
た
ら
ず
。
し
ぼ
め
る
花
の
色
な
く
て
、
に
ほ
ひ
残
れ
る
が
ご
と
し
」（（（
（

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
典
拠
で
は
「
萎
め
る
花
」
は
悪
い

意
味
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い（
（（
（

。
慈
信
房
は
そ
れ
を
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
見
ら
れ
る
法
性
法
身
の
「
法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ

ず
」（（（
（

に
つ
い
て
の
譬
喩
と
し
て
用
い（（（
（

、
方
便
法
身
に
「
に
お
い
の
こ
る
」
と
い
う
働
き
を
認
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
義
絶
通
告
状

の
作
者
は
、
そ
の
典
拠
を
知
ら
な
い
聴
衆
・
読
者
を
想
定
し
て
、「
し
ぼ
め
る
花
」
を
意
図
的
に
曲
解
し
て
否
定
的
な
文
脈
で
用
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、「
慈
信
房
宛
義
絶
状
」
は
、
親
鸞
没
後
に
お
い
て
門
弟
に
よ
っ
て
慈
信
房
を
貶
め
る
目
的
で
制
作
（
偽
作
（
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　

ま
た
私
は
、
義
絶
状
の
哀
愍
房
の
出
現
や
六
波
羅
で
の
訴
え
な
ど
の
点
の
不
自
然
さ
（
哀
愍
房
出
現
に
つ
い
て
は
最
後
に
検
討
（
を
考
慮
す
る
と
、

義
絶
関
係
の
書
簡
は
親
鸞
（
さ
ら
に
限
定
す
る
と
恵
信
尼
（
没
後
に
、
慈
信
房
と
対
立
す
る
門
弟
に
よ
っ
て
、
慈
信
房
宛
と
推
定
さ
れ
る
書
簡
を
元
に

作
成
（
偽
作
（
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

B
「
義
絶
通
告
状
」
に
つ
い
て
の
関
連
資
料

　

義
絶
通
告
状
が
含
ま
れ
る
『
血
脈
文
集
』
は
、
江
戸
時
代
の
真
宗
の
学
僧
、
了
祥
に
よ
っ
て
「
血
脈
文
集
の
如
き
全
く
偽
消
息
」（（（
（

と
さ
れ
て
い
た

が
、
A
が
大
正
年
間
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
B
は
義
絶
事
件
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
A
と
と
も
に
慈
信
房
義
絶
を
考
え
る
際
の
基
本
資

料
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
同
書
簡
に
含
ま
れ
る
『
観
経
疏
』（（（
（

散
善
義
に
基
づ
い
て
「
慈
信
を
信
じ
る
な
」
と
す
る
個
所
と
典
拠
を
共
通
に

す
る
表
現
は
、
門
弟
（
性
信
又
は
荒
木
源
海
と
さ
れ
る
（
の
著
作
で
あ
る
『
浄
土
法
門
見
聞
鈔
』
に
も
扱
わ
れ
、
門
弟
と
慈
信
房
と
の
激
し
い
対
立
が

親
鸞
没
後
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
問
題
と
な
る
個
所
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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常
陸
ノ
人
々
ノ
、
善
信
カ
マ
へ
ニ
テ
ハ
信
ス
ル
気
色
ニ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
カ
、
ク
ニ
ヘ
ク
ダ
リ
テ
ハ
、
慈
信
カ
ト
カ
ク
イ
フ
ソ
ト
イ
ヒ
、
ア
ル
ヒ

ハ
慈
信
カ
カ
タ
ヘ
ウ
ツ
ル
ト
イ
ヒ
、
マ
タ
ウ
ツ
ラ
ス
ト
ウ
フ
。
ス
ヘ
テ
コ
コ
ロ
エ
サ
フ
ラ
ハ
ス
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
善
導
ノ
三
心
義
ノ
ト
コ
ロ
ニ
イ

ハ
ク
、
深
心
ノ
シ
タ
ノ
釈
ニ
、
タ
ト
ヒ
報
仏
ノ
化
仏
キ
タ
リ
テ
、
サ
キ
ノ
仏
ノ
ト
キ
ク
マ
フ
ト
コ
ロ
ハ
、
ヒ
カ
コ
ト
ソ
ト
、
ノ
チ
ノ
仏
、
世
ニ
イ

テ
テ
ト
ク
ト
モ
、
サ
キ
ニ
ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
信
心
、
ヤ
フ
ラ
ル
ナ
ト
コ
ソ
釈
シ
タ
マ
ヒ
タ
レ
。
親
鸞
ハ
、
サ
キ
ニ
コ
ソ
法
ヲ
信
ス
ヘ
キ
ヤ
ウ
ヲ
マ
ウ

シ
テ
、
オ
ノ
オ
ノ
ニ
信
ヲ
ト
ラ
シ
メ
タ
リ
。
慈
信
ハ
ノ
チ
ニ
イ
テ
タ
ル
仏
ノ
コ
ト
シ
。
タ
ト
ヒ
慈
信
、
ヒ
カ
リ
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
メ
デ
タ
ク
ト
モ
、
サ

キ
ニ
親
鸞
カ
マ
ウ
ス
コ
ト
ヲ
信
ス
ト
、
オ
ホ
セ
ラ
レ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
、
ノ
チ
ノ
慈
信
カ
ヒ
カ
コ
ト
マ
ウ
ス
コ
ト
ヲ
ハ
、
一
分
ヲ
モ
ミ
ミ
ニ
モ
キ
キ
イ

レ
ア
フ
ヒ
テ
、
信
ヲ
ハ
ス
ヘ
キ
ヤ
。
ヨ
ク
ヨ
ク
御
コ
コ
ロ
エ
サ
ラ
フ
ヘ
シ
。
カ
ヘ
ス
カ
ヘ
ス
本
意
ナ
ク
サ
フ
ラ
。
オ
ノ
オ
ノ
心マ

信マ

ノ
、
コ
レ
ホ
ト

タ
チ
ロ
カ
レ
サ
フ
ラ
ハ
ン
ニ
ハ
、
ヨ
ク
ヨ
ク
御
コ
コ
ロ
エ
サ
フ
ラ
フ
ヘ
シ
。

　

こ
こ
に
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
を
典
拠
と
し
て
用
い
、
慈
信
の
い
う
こ
と
を
「
耳
に
聞
き
入
れ
る
な
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
B
「
義
絶
通
告
状
」

（『
血
脈
文
集
』
第
二
通
（
で
「
慈
信
房
の
い
う
こ
と
を
信
じ
る
な
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
典
拠（（（
（

と
同
じ
で
あ
る
。『
浄
土
法
門
見
聞
集
』
は
、

上
引
の
個
所
の
直
後
の
「
聖
人
の
御
在
生
の
と
き
」
と
い
っ
た
文
面
か
ら
も
親
鸞
没
後
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
親
鸞
没
後
の
門
弟

と
慈
信
房
と
の
争
い
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
慈
信
房
に
対
す
る
批
判
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
以
外
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

後
で
傍
線
部
の
個
所
を
見
る
が
、『
浄
土
法
門
見
聞
鈔
』
の
慈
信
房
に
言
及
す
る
個
所
は
、『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
十
一
通
・
第
十
二
通
と
共

通
す
る
視
点
の
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慈
信
房
宛
と
推
定
さ
れ
る
書
簡
を
元
に
そ
れ
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
従
来
考
慮
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
出
典
や
関
連
文
献
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
慈
信
房
義
絶
に
直
接
関
係
す
る
二
つ
の
書
簡
が
と
も
に
、

慈
信
房
と
対
立
す
る
門
弟
に
よ
っ
て
親
鸞
没
後
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

慈
信
房
義
絶
問
題
と
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』

　
『
浄
土
法
門
見
聞
鈔
』
と
同
じ
現
象
（
門
弟
に
よ
る
偽
作
（
は
、
他
に
慈
信
房
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
書
簡
を
含
む
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
に
も

起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
第
七
通
・
第
十
三
通
に
つ
い
て
は
他
力
・
信
心
の
理
解
に
つ
い
て
内
容
的
に
問
題
が
あ
り
、

第
十
二
通
は
門
弟
宛
の
内
容
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
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『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
構
造

　

内
容
に
入
る
前
に
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
構
造
を
概
観
し
て
お
く
。『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
書
簡
数
の
数
え
方
は
、
第
十
一
通
の
追
伸

を
別
の
一
通
と
す
る
か
、
第
二
通
～
第
四
通
を
何
通
と
見
る
か
な
ど
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
通
例
に
従
っ
て
十
八
通
と
す
る
。

宛
先

日
付

慈
信
房
宛
と
推
定
さ
れ
る
根
拠

〝
異
義
者
〟

他
の
書
簡
と
の
関
連

第一書簡群

第
一
通

な
し

建
長
四
年
八
月
十
九
日
（
（（
（

「
鹿
島
・
行
方
」

信
見
房

『
末
灯
鈔
』
第
二
十
通

第
二
通

な
し

『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通

第
三
通

な
し

「
御
覧
ぜ
ず
や
そ
う
ら
い
け
ん
」

『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通

第
四
通

な
し

善
証
坊

『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通

第
五
通

な
し

十
一
月
二
十
四
日

「
こ
の
辺
よ
り
」「
鹿
島
・
行
方
」

善
証
坊

『
末
灯
鈔
』
第
十
六
通

第
六
通

な
し

二
月
三
日

「
鹿
島
・
行
方
」

第二書簡群

第
七
通

性
信
の
御
坊

七
月
九
日

第
八
通

教
忍
御
坊
御
返
事

十
二
月
二
十
六
日

第
九
通

念
仏
の
人
々
の
御
中
へ

九
月
二
日

第
十
通

慈
信
坊
の
御
返
事

九
月
二
日

信
願
坊

第
十
一
通
慈
信
御
坊

十
一
月
九
日

第
十
二
通
真
浄
御
坊

正
月
九
日

第
十
三
通
性
信
御
坊
へ

な
し

第三書簡群

第
十
四
通
覚
信
御
房
御
返
事

五
月
二
十
八
日

真
筆

第
十
五
通
慶
信
（
（（
（

御
房
御
返
事

十
月
二
十
七
日

真
筆
・『
末
灯
鈔
』
第
十
五
通
（
（（
（

第
十
六
通
真
仏
御
坊
御
返
事

十
一
月
二
十
五
日

『
末
灯
鈔
』
第
十
七
通
（
（（
（

第
十
七
通
唯
信
御
坊
御
返
事

十
月
二
十
一
日

第
十
八
通
慶
西
御
坊
御
返
事

二
月
二
十
五
日

『
血
脈
文
集
』
第
三
通
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『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
に
つ
い
て
、
多
屋
頼
俊
［
一
九
九
二
］
二
一
頁
は
「
鎌
倉
に
お
け
る
念
仏
を
停
止
し
よ
う
と
す
る
訴
訟
に
そ
な
え
て
、
親

鸞
の
教
え
の
本
旨
を
明
ら
か
に
し
、
提
訴
者
の
主
張
を
反
証
す
る
た
め
」「
性
信
」
の
集
録
と
し
て
い
る
。
平
松
令
三
［
一
九
八
八
］
七
一
頁
は
「
収

め
る
と
こ
ろ
が
大
部
分
こ
の
善
鸞
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
善
鸞
の
行
動
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
平
松
氏
は
慈
信
房
に
対
す
る
義
絶
関
係
書
簡
が
真
作
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　

訴
訟
事
件（（（
（

に
つ
い
て
性
信
が
関
り
、
親
鸞
よ
り
全
面
的
な
承
認
を
受
け
た
と
す
る
第
七
通
・
第
十
三
通
が
本
書
簡
集
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
は
、『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
は
多
屋
氏
と
同
じ
く
性
信
に
よ
る
集
録
と
考
え
て
い
る
。

　

上
記
の
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
大
き
な
構
造
と
し
て
、
多
屋
頼
俊
［
一
九
九
二
］
二
〇
頁
は
、
第
一
通
か
ら
第
十
三
通
ま
で
と
門
弟
に
宛
て
ら

れ
た
第
十
四
通
以
後
と
は
性
格
が
異
な
る
と
す
る（（（
（

。
よ
り
詳
し
く
見
る
と
、
第
一
通
か
ら
第
六
通
ま
で
は
宛
名
が
な
い
書
簡
が
配
さ
れ
（
私
は
第
一

書
簡
群
と
す
る
（、
第
十
四
通
か
ら
第
十
八
通
ま
で
は
「
～
御
返
事
」
と
い
う
親
鸞
門
弟
の
書
簡
が
一
通
ず
つ
配
さ
れ
て
い
る
（
第
三
書
簡
群
と
す
る
（。

そ
の
間
に
第
七
通
・
第
十
三
通
の
性
信
宛
書
簡
が
、
ま
た
慈
信
房
が
親
鸞
に
信
願
房
を
誣
告
し
（
第
十
通
（、
慈
信
房
が
中
太
郎
か
ら
そ
の
門
弟
を

奪
っ
た
こ
と
で
親
鸞
の
不
信
を
招
き
（
第
十
一
通
（、
結
果
と
し
て
信
頼
を
失
っ
た
と
さ
れ
る
（
第
十
二
通
（
書
簡
が
配
さ
れ
る
（
第
二
書
簡
群
と
す
る
（。

ち
な
み
に
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
現
存
す
る
真
筆
は
第
十
四
通
と
第
十
五
通
の
み
で
、
慈
信
房
に
関
係
す
る
書
簡
は
義
絶
に
直
接
関
係
す
る
も

の
も
含
め
、
真
筆
と
し
て
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
親
鸞
没
後
五
十
年
ほ
ど
を
過
ぎ
て
顕
智
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
義
絶
状
が
伝
わ
る
。

第
一
書
簡
群　
　

第
一
通
～
第
六
通
（
宛
名
な
し
（

第
二
書
簡
群　
　

第
七
通
～
第
十
三
通
（
慈
信
房
問
題
が
扱
わ
れ
る
（　　

性
信
宛　
　

第
七
通
、
第
十
三
通

第
三
書
簡
群　
　

第
十
四
通
～
第
十
八
通
（
門
弟
宛
（　　
　
　
　
　
　
　

現
存
真
蹟　

第
十
四
通
、
第
十
五
通

　

第
一
書
簡
群
で
は
第
一
通
か
ら
第
六
通
は
宛
名
が
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
ず
は
も
と
の
書
簡
に
名
前
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

は
当
時
の
書
簡
と
し
て
一
つ
の
形
態
と
も
一
旦
は
考
え
ら
れ
る
が
、
第
二
書
簡
群
・
第
三
書
簡
群
に
は
例
外
な
く
宛
名
が
あ
る
の
で
、
な
ぜ
第
一
書

簡
群
に
宛
名
が
見
ら
れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
で
は
第
七
通
以
降
に
、「
～
御
坊
」「
～
御
返
事
」
と
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
一
通
か
ら
第
六
通
は
、
編
纂
者

が
①
宛
先
が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
、
②
故
意
に
宛
先
を
書
か
な
か
っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
従
来
の
研
究
で
は
第
三
通
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の
「
御
ふ
み
た
び
た
び
ま
い
ら
せ
さ
ふ
ら
ひ
き
、
御
覧
ぜ
ず
や
そ
う
ら
い
け
ん
」（（（
（

、
第
五
通
の
「
こ
の
辺
よ
り
い
で
き
た
る
し
る
し
に
て
は
さ
ふ
ら

は
め
」（（（
（

と
い
う
表
現
か
ら
、
ま
た
第
一
通
は
慈
信
房
が
関
東
に
派
遣
さ
れ
た
際
に
慈
信
房
に
持
た
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
第
六
通
と

と
も
に
「
鹿
島
・
行
方
」（（（
（

と
出
る
こ
と
か
ら
同
一
人
、
つ
ま
り
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
通
か
ら
第
四
通
は
『
末
灯
鈔
』

で
一
通
（
第
十
九
通
（
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
性
質
を
持
つ
書
簡
で
あ
る
。
私
は
第
一
通
か
ら
第
六
通
は
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
書

簡
と
推
測
す
る
。
こ
の
こ
と
を
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
編
纂
者
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
本
来
、
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
を

こ
こ
に
宛
名
を
伏
せ
た
の
は
、
第
七
通
の
性
信
房
宛
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
第
一
通
か
ら
第
六
通
は
対
外
的
に
は
性
信
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
書
簡
群
は
関
東
の
門
弟
の
書
簡
が
一
通
ず
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
性
信
が
主
に
高
田
系
や
自
ら
に
関
係
の
深
い
門
弟
の
協
力
を
得
て
集
め
る

こ
と
の
で
き
る
書
簡
を
配
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（（（
（

。
A
の
義
絶
状
の
日
付
を
建
長
八
年
五
月
二
十
九
日
と
し
た
の
も
、
第
十
四
通
の
覚
信
房
宛
の
日

付
「
建
長
八
年
五
月
二
十
八
日
」
を
参
照
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。

　

問
題
と
な
る
の
が
第
二
書
簡
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
～
御
返
事
」
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
～
御
坊
」
と
さ
れ
て
い
る
。
私
は
第
七
通
・
第
十
二

通
・
第
十
三
通
の
形
式
は
、
第
十
一
通
に
二
度
出
る
「
慈
信
御
坊
」
の
形
態
を
模
倣
し
た
も
の
と
考
え
る（
（（
（

。
他
の
門
弟
宛
（
教
忍
・
覚
信
・
浄
信
・
真

仏
・
唯
信
・
慶
西
（
の
書
簡
は
、
宛
名
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
門
弟
か
ら
協
力
を
得
て
い
る
分
、
文
面
に
手
を
加
え
に
く
か
っ
た
た
め
「
～
御
返
事
」（（（
（

と
し
た
が
、
第
七
通
・
第
十
二
通
・
第
十
三
通
は
、
編
纂
者
が
書
簡
に
真
実
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
「
～
御
坊
」
と
文
面
に
あ
っ
た
と
し
よ
う
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
第
七
通
・
第
十
二
通
・
第
十
三
通
に
は
第
一
に
そ
の
形
態
の
面
か
ら
問
題
が
存
在
す
る
と
言
え
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
七
通
・
第
十
三
通
に
は
親
鸞
の
著
作
の
他
の
個
所
で
は
肯
定
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
い
の
り
」
と
い
う

言
葉
が
出
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
了
祥
も
親
鸞
の
（
他
力
（
思
想
と
の
異
質
性
を
認
め
て
い
る
。
私
は
そ
の
内
容
に
は
他
力
や
信
心
の
理
解
が
示
さ
れ

な
い
点
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
第
十
二
通
は
関
東
の
門
弟
に
よ
っ
て
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
も
と
に
、
内
容
を
挿
入
、
お
よ
び
宛
名
を
変
更（（（
（

さ
れ
た

も
の
で
、
第
七
通
と
第
十
三
通
は
性
信
に
よ
る
作
成
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
こ
れ
ら
の
書
簡
の
問
題
を
中
心
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

対
立
の
構
図
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第
二
書
簡
群
か
ら
は
慈
信
房
と
門
弟
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
中
で
も
、
第
十
二
通
の
宛
先
で
あ
る
真
浄
と
第
七
通
・
第
十
三
通
の

宛
先
で
あ
る
性
信
は
、
慈
信
房
宛
第
十
通
追
伸（（（
（

、
慈
信
房
宛
第
十
一
通
追
伸（（（
（

で
示
さ
れ
る
よ
う
に
慈
信
房
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
、
書
簡
の
作
者

い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
慈
信
房
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
親
鸞
門
弟
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

入
信
・
真
浄
・
法
信
・
性
信
（
第
十
通
追
伸
（、
お
ほ
ぶ
の
中
太
郎
（
第
十
一
通
（、
真
仏（（（
（

・
性
信
・
入
信
（
第
十
一
通
追
伸
（

　

こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
第
十
二
通
の
宛
先
と
さ
れ
る
真
浄
と
第
七
通
・
第
十
三
通
の
宛
先
と
さ
れ
る
性
信
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
慈
信
房

と
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
す
る
書
簡
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
無
謬
と
す
る
の
で
は
な
く
、
批
判
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
十
二
通
に
入
信
が
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
考
察
す
る
。

　

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
は
語
彙
が
親
鸞
真
蹟
書
簡
と
は
異
な
り
、
ま
た
内
容
的
に
矛
盾
す
る
な
ど
理
解

が
困
難
な
個
所
が
あ
る
。
そ
の
原
因
は
親
鸞
書
簡
が
現
代
か
ら
遠
く
時
代
を
隔
て
た
文
書
で
あ
る
と
い
う
性
質
に
も
基
づ
こ
う
が
、
そ
の
文
書
が
別

の
意
図
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
考
慮
し
な
が
ら
読
解
す
る
こ
と
で
理
解
が
可
能
と
な
る
個
所
も
あ
る
。
以
下
に
、
こ
れ
ま

で
の
疑
問
と
さ
れ
る
個
所
を
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

語
彙
の
改
変
が
想
定
さ
れ
る
も
の

　

ま
ず
は
語
彙
の
改
変
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
（
て
い
（
る
個
所
を
見
て
行
く（（（
（

。

第
七
通　

こ
と
も
あ
た
ら
し
き
う
た
へ
に
て
さ
ふ
ら
ふ
な
り
。（
室
町
期
写
本
（

　
　
　
　

こ
と
も
あ
た
ら
し
き
う
た
へ
に
て
も
さ
ふ
ら
は
す
。（
江
戸
期
・
恵
空
書
写
本
（（
（（
（

　

第
七
通
は
第
十
三
通
と
と
も
に
、
親
鸞
が
性
信
の
関
わ
っ
た
訴
訟
事
件
を
全
面
的
に
是
認
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
の
恵
空
に
よ
る

書
写
の
異
読
を
い
か
に
扱
う
か
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
写
誤
に
よ
っ
て
恵
空
の
読
み
か
ら
室
町
期
写
本
の
形
態
が
生
ま
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い

た
め
、
私
は
文
意
上
不
自
然
な
室
町
期
写
本
の
記
述
が
改
変
さ
れ
た
形
態
と
考
え
る
。
親
鸞
は
念
仏
の
訴
え
の
こ
と
は
「
法
然
上
人
の
こ
ろ
か
ら
あ

り
、
別
段
に
新
し
い
類
の
類
の
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
の
を
、
性
信
が
自
分
に
引
き
つ
け
て
「
新
し
い
訴
え
で
あ
る
」
と
し
た
と
も
考
え
ら
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れ
る（（（
（

。
後
に
文
意
上
自
然
な
恵
空
書
写
本
読
み
に
な
っ
た
が
、
改
変
前
の
原
文
は
こ
ち
ら
に
近
い
形
で
あ
っ
た
ろ
う
。

第
十
通　

信
願
坊
が
ま
ふ
し
や
う
と
は
こ
こ
ろ
へ
ず
さ
ふ
ら
う（（（
（

。

　

第
十
通
は
、
信
願
坊
に
は
実
際
に
は
〝
造
悪
無
碍
〟
の
主
張
は
な
か
っ
た
の
に
、
慈
信
房
が
信
願
坊
を
誣
告
し
、
親
鸞
が
不
信
を
抱
き
始
め
て
い

た
こ
ろ
の
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
書
簡
の
前
半
で
は
親
鸞
は
明
確
に
信
願
坊
の
〝
造
悪
無
碍
〟
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
、

最
後
で
こ
こ
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
信
願
坊
の
主
張
で
は
な
い
と
だ
ろ
う
と
す
る
の
は
、
す
で
に
遠
藤
美
保
子
［
二
〇
〇
二
］
三
二
七
頁
に

よ
っ
て
内
容
的
に
矛
盾
し
て
お
り
、
実
際
は
「
信
願
坊
が
も
う
し
よ
う
は
こ
こ
ろ
え
ず
そ
う
ろ
う
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
こ
の
書
簡
は
慈
信
房
と
対
立
す
る
門
弟
を
挙
げ
る
際
に
は
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
よ
う
に
文
脈
を
改
変
し
て
い
る
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

第
十
通
追
伸　

く
げ
（
久
下
（
ど
の
に
も
、
よ
く
よ
く
よ
ろ
こ
び
ま
ふ
し
た
ま
ふ
べ
し
。
こ
の
ひ
と
び
と
の
ひ
が
ご
と
を
ま
ふ
し
あ
ふ
て
さ
ふ

ら
へ
ば
と
て（
（（
（

、

　

こ
の
個
所
は
親
鸞
か
ら
慈
信
房
に
入
信
・
真
浄
・
法
信
に
対
し
、「
よ
く
い
い
き
か
せ
る
よ
う
」
に
し
な
さ
い
、
性
信
坊
に
も
私
（
親
鸞
（
か
ら

言
い
聞
か
せ
ま
し
た
、
と
あ
る
後
に
出
る
。「
こ
の
ひ
と
び
と
」
は
そ
の
前
に
出
る
人
々
全
て
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
「
く

げ
ど
の
」
も
「
ひ
が
ご
と
」
を
言
っ
て
い
た
一
人
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
に
「
よ
ろ
こ
び
」
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
と
す
る
の
は
文
脈
的
な

乱
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
十
通
冒
頭
の
「
遠
江
の
尼
御
前
」
に
対
す
る
「
よ
く
よ
く
京
よ
り
よ
ろ
こ
び
ま
ふ
す
よ
し
を
ま
ふ
し
た
ま
ふ
べ

し
」（
（（
（

を
参
照
し
、「
く
げ
ど
の
」
に
配
慮
し
て
、
文
脈
を
改
変
し
た
も
の
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

第
十
二
通
の
内
容
的
な
問
題

　

第
十
二
通
に
は
門
弟
に
宛
て
た
書
簡
と
し
て
は
楽
観
的
す
ぎ
る
と
解
釈
さ
れ
る
個
所
が
あ
る
。
私
は
、
こ
の
書
簡
は
、
本
来
は
慈
信
房
に
宛
て
ら

れ
た
書
簡
に
一
文
を
挿
入
し
（
下
で
検
討
（、
宛
名
を
改
変
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
親
鸞
の
書
簡
二
通
（『
末
灯
鈔
』
第
九
通
・
第
十
二
通
（
の
一
部

を
元
に
、
自
己
の
見
解
を
挿
入
し
て
新
た
な
書
簡
と
し
た
例
は
、
時
代
は
室
町
頃
に
ま
で
下
が
る
が
『
浄
土
真
宗
亀
鑑
』
十
二
条（（（
（

に
見
ら
れ
る
。
宛

名
の
改
変
の
例
と
し
て
は
真
筆
と
し
て
残
る
書
簡
に
も
そ
の
宛
名
を
擦
り
消
し
た
上
に
、
書
き
直
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
書
簡
（「
し
の
ぶ
の
御
房
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の
御
返
事
」（
が
あ
る
。
以
下
に
四
つ
の
文
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

①�
そ
の
と
こ
ろ
の
縁
つ
き
て
お
は
し
ま
し
さ
ふ
ら
は
ば
、
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
に
て
も
、
う
つ
ら
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら
ふ
て
お
わ
し
ま
す
よ
う
に
御

は
か
ら
い
さ
ふ
ら
ふ
べ
し（（（
（

。

②
ひ
と
び
と
の
信
心
の
ま
こ
と
な
ら
ぬ
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
て
さ
ふ
ら
ふ
、
よ
き
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
ふ（（（
（

。

③
こ
れ
よ
り
は
余
の
ひ
と
を
強
縁
と
し
て
念
仏
ひ
ろ
め
よ
と
ま
ふ
す
こ
と
、
ゆ
め
ゆ
め
ま
ふ
し
た
る
こ
と
さ
ふ
ら
わ
ず（（（
（

、

④
入
信
坊
な
ん
ど
も
不
便
に
お
ぼ
え
さ
ふ
ら
ふ
、
鎌
倉
に
な
が
い
し
て
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
、
不
便
に
さ
ふ
ら
ふ
。
…
。
ち
か
ら
お
よ
ば
ず
さ
ふ
ら
ふ（（（
（

。

　

①
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
の
関
東
の
門
弟
の
中
に
は
居
住
を
一
定
に
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
ろ
う（（（
（

が
、
布
教
に
つ
い
て
は
あ
る
場
所
に
拠

点
を
定
め
た
も
の
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
布
教
の
拠
点
を
変
え
ざ
る
を
え
な
い
の
に
は
非
常
な
苦
痛
を
伴
う
は
ず
で
あ
り
、
慈
信
房
の
行
為

の
結
果
と
し
て
門
弟
が
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
場
合
に
し
て
は
発
言
が
楽
観
的
す
ぎ
よ
う
。
親
鸞
が
こ
こ
で
移
動
を
推
奨
す
る
相
手
は
、
自

ら
関
東
に
派
遣
し
、
特
定
の
地
を
根
拠
と
は
し
な
い
慈
信
房
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
が
慈
信
房
を
派
遣
し
、
そ
の
結
果
、
相
当
の
問
題
が
起
き
た
と
す
れ
ば
、
親
鸞
に
も
そ
の
責
任
の
一
端
が
感
じ
ら
れ
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
文
脈
が
楽
天
的
す
ぎ
、
門
弟
に
宛
て
た
も
の
と
は
見
な
し
難
い
。
む
し
ろ
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
内
容
と
理
解
で
き
る
。

　

③
は
護
国
思
想
論
争
に
よ
っ
て
、
慈
信
房
が
領
主
な
ど
の
支
配
層
と
結
託
し
て
、
民
衆
を
弾
圧
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
は
現
代
と
な
っ
て
は
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
く
反
映
し
た
解
釈
の
一
つ
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
語
彙
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
近
接
す
る
用
例

を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。『
浄
土
真
宗
聞
書
』
で
は
「
強
縁
」
い
わ
ゆ
る
善
知
識
頼
み
が
明
確
に
主
張
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
門
弟
に
善
知
識
頼
み
の
主
張

が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

④
第
十
二
通
で
は
入
信
坊
が
鎌
倉
に
長
居
す
る
こ
と
が
不
都
合
（
不
便
（
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
入
信
坊
が
第
十
通
追
伸
・
第
十
一

通
追
伸
に
も
親
鸞
か
ら
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
側
の
人
物
と
し
て
現
わ
れ
、「
ち
か
ら
お
よ
ば
す
さ
ふ
ら
ふ
」
は
慈
信
房
宛
の
第
十
通
追
伸
に
出
る
こ

と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
入
信
坊
の
記
述
も
第
十
通
・
第
十
一
通
の
慈
信
房
宛
と
共
通
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
不

便
」（
不
都
合
（
と
い
う
語
も
第
十
二
通
以
外
は
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
の
み
出
る
。
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第
十
二
通
の
問
題
　
慈
信
房
に
つ
い
て
の
批
評
（
挿
入
の
可
能
性
）

　

第
十
二
通
に
は
、
慈
信
房
に
つ
い
て
の
批
評
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
慈
信
房
の
発
言
に
よ
っ
て
、
関
東
教
団
が
混
乱
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
批
評
が
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

①
慈
信
坊
が
や
う
や
う
に
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
ふ
な
る
に
よ
り
て
、

②
慈
信
坊
が
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
ふ
こ
と
を
た
の
み
お
ぼ
し
め
し
て
、

③�

や
う
や
う
に
慈
信
坊
が
ま
ふ
す
こ
と
を
、
こ
れ
よ
り
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
う
と
御
こ
こ
ろ
へ
さ
ふ
ら
ふ
、
ゆ
め
ゆ
め
あ
る
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
。

法
門
の
や
う
も
、
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
ま
ふ
し
な
し
て
さ
ふ
ら
ふ
な
り
。
御
耳
に
き
き
い
れ
ら
る
べ
か
ら
ず
そ
う
ろ
う
。

④
奥
郡
の
ひ
と
び
と
の
、
慈
信
坊
に
す
か
さ
れ
て
、
信
心
み
な
う
か
れ
あ
ふ
て

⑤
慈
信
坊
が
ま
ふ
す
こ
と
に
よ
り
て
、

⑥
慈
信
坊
に
み
な
し
た
が
い
て
、

　

先
ほ
ど
、
第
十
二
通
の
内
容
に
は
門
弟
よ
り
も
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
第
十
二
通
か
ら

上
記
の
個
所
を
除
い
て
読
解
す
る
と
第
十
二
通
は
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
簡
の
作
成
者

の
立
場
に
た
て
ば
、
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
も
と
に
、「
慈
信
房
が
も
う
す
こ
と
は
で
た
ら
め
で
あ
る
」
と
い
う
個
所
を
挿
入
す
れ
ば
、
文

脈
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
第
一
通
の
「
浄
土
の
教
え
も
し
ら
ぬ
信
見
房
な
ん
ど
が
ま
ふ
す
こ
と
に
よ
り
て
、

ひ
が
さ
ま
に
い
よ
い
よ
な
り
あ
わ
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら
ふ
ら
む
と
、
き
き
さ
ふ
ら
ふ
こ
そ
あ
さ
ま
し
く
さ
ふ
ら
え
」（
（（
（

、
第
十
通
の
「
信
願
坊
が
ま
ふ
す

よ
う
、
か
え
す
が
え
す
不
便
の
こ
と
な
り
」（（（
（

と
あ
る
異
義
者
の
個
所
を
参
照
し
て
、
第
十
二
通
を
慈
信
房
を
貶
め
る
目
的
で
、
挿
入
し
、
文
脈
を
改

変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
、
文
章
を
改
変
す
る
際
に
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
挿
入
と
い
う
形
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
例
は
『
唯
信
鈔
文

意
』
の
諸
本
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
或
る
二
通
の
親
鸞
書
簡
を
も
と
に
、
挿
入
を
し
て
新
た
な
書
簡
を
作
っ
た
例
と
し
て
は
古
く
は
恵
空
写
本
『
血

脈
文
集
』
第
四
通（（（
（

、
そ
れ
よ
り
は
新
し
い
が
『
浄
土
真
宗
亀
鑑
』
第
十
二
条
に
も
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。
同
じ
文
章
が
繰
返
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
自

体
は
、
親
鸞
書
簡
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
同
一
人
物
の
人
名
が
六
回
も
出
て
、
一
貫
し
て
否
定
的
に
扱
わ
れ
る
の
は
こ
の
書
簡
の
み
で
あ
る
。
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第
十
二
通
の
こ
の
よ
う
な
繰
返
し
は
、
第
八
通
の
「
唯
信
鈔
を
御
覧
そ
う
ろ
う
べ
し
」
の
三
度
の
繰
返
し（（（
（

や
第
十
通
の
「
信
願
坊
」
が
四
回
出
る
形

式
を
模
倣
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
浄
が
慈
信
房
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
書
簡
が
『
血
脈
文
集
』
第
二
通
・『
浄
土
法
門
見
聞
集
』
と
内
容
的
な
共
通
性
を
持
つ
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
③
の
よ
う
な
中
程
度
の
長
さ
の
文
の
挿
入
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
④
奥
郡
は
門
弟
の
勢
力
圏
か
ら
は
じ
か
れ
た
善
鸞
が
根
拠
と

し
た
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
一
通
・
第
十
二
通
が
『
浄
土
法
門
見
聞
集
』
と
共
通
す
る
視
点

　
『
浄
土
法
門
見
聞
集
』（
先
引
（
の
慈
信
房
を
扱
っ
た
個
所
に
は
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
と
共
通
す
る
視
点
が
見
出
さ
れ
る
。　

第
十
一
通　
　

み
な
慈
信
坊
の
か
た
へ
と
て
、
中
太
郎
入
道
を
す
て
た
る
と
か
や
、
き
き
さ
ふ
ら
ふ（（（
（

。

『
見
聞
集
』　　

あ
る
い
は
慈
信
が
か
た
へ
う
つ
る
と
い
い
、
ま
た
う
つ
ら
ず
と
い
う
。

第
十
二
通　
　

御
耳
に
き
き
い
れ
ら
る
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
（
上
引
③
（。
（
（（
（

『
見
聞
集
』　　

一
分
を
も
み
み
に
き
き
い
れ
あ
ふ
ひ
て
、
信
を
は
す
べ
き
や
。

第
十
二
通　
　

ひ
と
び
と
の
日
ご
ろ
の
信
の
た
ぢ
ろ
き
あ
ふ
て
お
わ
し
ま
し
さ
ふ
ら
ふ
も（（（
（

、

『
見
聞
集
』　　

お
の
お
の
の
心マ

信マ

の
、
こ
れ
ほ
ど
た
ぢ
ろ
が
れ
さ
ふ
ら
は
ん
に
は
、

　
『
浄
土
法
門
見
聞
集
』
の
文
体
は
、
先
引
の
原
文
を
見
る
と
一
見
し
て
か
な
り
稚
拙
で
、
親
鸞
の
書
簡
を
模
倣
し
た
も
の
で
、
他
力
信
心
の
理
解

も
不
十
分
で
門
弟
の
制
作
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
の
名
を
借
り
た
慈
信
房
に
対
す
る
非
難
は
様
々
な
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
と
と
も
に
、
決
定
的
に
慈
信
房
に
打
撃
を
与
え
る
よ
う
な
親
鸞
に
よ
る
直
接
の
義
絶
状
は
親
鸞
生
存
時
に
存
在
せ
ず
、
門
弟
が
慈
信
房
に
対
し
、

様
々
な
中
傷
行
為（（（
（

を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
十
通
か
ら
第
十
二
通
に
つ
い
て
の
理
解

　

従
来
、
第
十
通
で
慈
信
房
は
門
弟
を
親
鸞
に
誣
告
し
、
第
十
一
通
で
慈
信
房
は
親
鸞
か
ら
疑
い
を
受
け
、
第
十
二
通
で
は
慈
信
房
が
親
鸞
の
信
頼

を
失
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
読
者
に
理
解
さ
せ
て
い
る
の
は
、『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
編
纂
者
の
意
図
に
よ
る
と
解
釈
で

き
る
。
第
十
通
に
は
信
願
坊
に
つ
い
て
文
章
の
改
変
の
可
能
性
が
あ
り
、
第
十
二
通
は
文
を
挿
入
し
、
宛
名
を
改
変
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
を
挟
む
形
で
第
七
通
・
第
十
三
通
で
親
鸞
が
性
信
に
対
し
、
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
れ
ら
二
通
は
思
想
的
に
重

大
な
疑
義
が
存
す
る
。
ま
た
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
義
絶
に
直
接
関
係
す
る
書
簡
（
義
絶
状
・
義
絶
通
告
状
（
二
通
が
門
弟
に
よ
る
作
成
の
可
能
性

が
あ
る
以
上
、
第
十
通
か
ら
第
十
二
通
へ
の
流
れ
は
編
纂
者
の
意
図
を
考
慮
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る（（（
（

。

性
信
房
宛
第
七
通
・
第
十
三
通
の
問
題

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
血
脈
文
集
』
第
二
通
・
通
告
状
が
性
信
に
よ
る
作
成
の
可
能
性
が
あ
り
、『
血
脈
文
集
』
第
四
通
も
二
通
の
書
簡
を
合
わ

せ
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
性
信
宛
の
書
簡
の
信
憑
性
に
つ
い
て
も
批
判
的
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
『
親
鸞
聖
人
御

消
息
集
』
第
七
通
・
第
十
三
通
は
他
力
の
理
解
に
お
い
て
問
題
が
存
す
る
。

第
七
通　
　

�

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
念
仏
を
ふ
か
く
た
の
み
て
、
世
の
い
の
り
に
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
、
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
べ
し
と
ぞ

4

4

お
ぼ
え

さ
ふ
ら
ふ（
（（
（

。

第
七
通　
　

�

わ
が
身
の
往
生
一
定
と
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
、
仏
の
御
恩
を
お
ぼ
し
め
さ
ん
に
、
御
報
恩
の
た
め
に
、
御
念
仏
こ
こ
ろ
に
い
れ

て
ま
ふ
し
て
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
、
お
ぼ
し
め
す
べ
し
と
ぞ

4

4

お
ぼ
え
さ
ふ
ら
ふ（（（
（

。

第
十
三
通　

�

念
仏
を
御
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
つ
ね
に
ま
ふ
し
て
、
念
仏
そ
し
ら
ん
ひ
と
び
と
、
こ
の
世
、
の
ち
の
世
ま
で
の
こ
と
を
、
い
の
り
あ

わ
せ
た
ま
ふ
べ
く
さ
ふ
ら
ふ（
（（
（

。

　

本
稿
で
は
「
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
」「
い
の
り
」
が
自
力
の
理
解
を
示
し
、
親
鸞
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
門
弟
の
理
解
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
問
題
に
す
る
。
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こ
こ
ろ
に
い
れ
て

　

第
七
通
・
第
十
三
通
で
は
「
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
」
が
「
世
の
い
の
り
」「
念
仏
」
に
つ
い
て
い
る（（（
（

。
私
は
こ
の
書
簡
は
性
信
（
又
は
善
性
（
に
よ
っ

て
、
慈
信
房
宛
の
親
鸞
書
簡
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
出
據
と
な
っ
た
の
は
「
遠
江
の
尼
御
前
の
御
こ
こ
ろ
に
い
れ

て
沙
汰
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
、
か
え
す
が
え
す
め
で
た
く
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
さ
ふ
ら
ふ
」（（（
（

（
第
十
通
（
で
あ
ろ
う
。
自
力
的
な
表
現
と
し
て
は
、
ほ
か
に

第
一
通
の
「
今
日
ま
で
い
き
て
さ
ふ
ら
へ
ば
、
わ
ざ
と
も
こ
れ
へ
た
ず
ね
た
ま
ふ
べ
し
」（（（
（

と
い
う
発
言
が
あ
る（（（
（

が
、
親
鸞
は
仏
法
に
関
す
る
こ
と
に

そ
の
表
現
を
用
い
て
お
り
、
遠
江
の
尼
御
前
に
対
し
「
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
沙
汰
す
る
」
こ
と
を
褒
め
た
の
も
同
義
で
他
力
思
想
に
抵
触
し
な
い（（（
（

。

　

遠
藤
美
保
子
［
二
〇
〇
二
］
三
二
〇
―
三
二
一
頁
は
真
蹟
書
簡
に
は
「
信
心
」
の
語
が
多
く
出
る
の
に
対
し
、『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
で
は
「
念

仏
」
の
語
が
頻
出
し
、
中
で
も
第
七
通
に
は
「
念
仏
を
ふ
か
く
た
の
み
て
」（
上
引
（
と
い
っ
た
奇
妙
な
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

念
仏
を
称
え
、
祈
る
こ
と
に
「
こ
こ
ろ
を
い
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
第
八
通
・
第
九
通
に
出
る
信
後
の
称
名
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
自
力
的
な
称
名

念
仏
を
重
視
す
る
性
信
（
又
は
善
性
（
の
理
解
で
あ
ろ
う
。

い
の
り

　

上
述
の
個
所
で
「
い
の
り
」（（（
（

と
い
う
語
が
出
る
。
そ
の
当
否
は
親
鸞
の
他
力
理
解
に
あ
ろ
う
。
自
分
に
善
行
あ
れ
ば
他
人
に
振
り
向
け
る
こ
と
が

で
き
よ
う
（
自
力
廻
向
（
が
、
そ
れ
を
認
め
な
い
と
い
う
親
鸞
の
思
想
の
構
造
上
、
い
の
り
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。「
い
の

り
」
の
語
は
『
一
向
帰
西
鈔
』
に
見
ら
れ
、
親
鸞
の
思
想
よ
り
は
門
弟
の
著
作
に
よ
り
親
和
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
了
祥
は
「
又
お
も

う
に
古
来
性
信
と
つ
た
ふ
る
浄
土
真
宗
聞
書
・
一
向
帰
西
鈔
等
こ
の
陳
状
に
よ
く
合
す
れ
ど
も
年
時
合
し
が
た
け
れ
ば
〈
か
の
書
入
に
云
々
〉
性
信

に
は
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
こ
の
陳
状
を
追
る
に
は
相
違
あ
る
ま
じ
」
と
し
て
い
る
。
了
祥
は
さ
ら
に
つ
づ
け
て
「
さ
れ
ば
御
消
息
集
の
言
は
一
時
陳

状
帯
方
便
の
意
な
る
こ
と
分
明
た
る
べ
し
」
と
し（
（（
（

、
そ
の
前
で
は
「
お
そ
ら
く
は
祖
語
に
は
あ
ら
じ
」
と
し
て
い
る（（（
（

。
了
祥
は
性
信
の
作
と
は
し
な

い
が
、
第
七
通
・
第
十
三
通
は
こ
れ
ら
の
門
弟
の
著
作
と
の
親
和
性
は
極
め
て
高
く
、
親
鸞
の
著
述
と
は
見
な
し
難
い（（（
（

。

あ
わ
せ
た
ま
う

　

上
述
に
「
念
仏
を
…
も
う
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
べ
し
」「
い
の
り
あ
は
せ
た
ま
ふ
べ
く
そ
う
ろ
う
」
と
あ
り
、
こ
の
第
七
通
・
第
十
三
通
に
見
ら
れ
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る
「
あ
わ
せ
た
ま
う
」
と
い
う
、
多
勢
で
念
仏
し
た
り
、
祈
っ
た
り
す
る
と
言
う
表
現
は
、
親
鸞
書
簡
の
中
で
特
異
で
理
解
し
に
く
い
こ
と
は
遠
藤

美
保
子
［
二
〇
〇
二
］
三
二
五
頁
・
常
磐
井
和
子
［
二
〇
〇
四
］
二
〇
、
二
一
頁
が
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
表
現
は
、
第
七
通
・
第
十
三
通
の
制

作
者
が
、
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
第
一
通
の
「
ひ
が
さ
ま
に
い
よ
い
よ
な
り
あ
は
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
」（（（
（

「
お
ぼ
し
め
し
あ
は
せ
た
ま
は
ば
こ

そ
」（（（
（

「
あ
な
づ
り
な
む
ど
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
よ
し
」（（（
（

、
第
三
通
の
「
と
し
ご
ろ
念
仏
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
う
ひ
と
び
と
」（（（
（

、
第
十
通
の
「
念
仏
を
ひ
と

び
と
ま
ふ
し
て
、
た
す
け
ん
と
、
お
も
ひ
あ
は
せ
た
ま
へ
と
こ
そ
、
お
ぼ
へ
さ
ふ
ら
え
」（（（
（

と
い
う
個
所
を
も
と
に
、「
あ
わ
せ
た
ま
う
」
を
親
鸞
に

特
徴
的
な
表
現
と
捉
え
、
そ
れ
を
使
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
最
後
の
第
十
通
の
表
現
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
親
鸞
に
お
い

て
は
「
あ
わ
せ
」
が
心
の
中
の
考
え
で
あ
る
「
お
も
い
」
に
つ
い
て
い
た
の
を
形
式
的
に
模
倣
し
、
自
ら
重
視
す
る
「
念
仏
」
や
「
い
の
り
」
に
積

極
的
に
（「
べ
し
」
と
い
う
表
現
（
つ
け
た
の
は
門
弟
の
自
力
的
理
解
が
見
え
る
。

念
仏
弾
圧
者
に
対
す
る
態
度

　

真
筆
と
さ
れ
、
性
信
に
宛
て
ら
れ
た
「
か
さ
ま
（
笠
間
（
の
念
仏
者
の
う
た
が
い
と
わ
れ
た
る
事
」
で
「
こ
の
念
仏
す
る
人
を
に
く
み
そ
し
る
人

を
も
、
に
く
み
そ
し
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、
あ
わ
れ
み
を
な
し
、
か
な
し
む
こ
こ
ろ
を
も
つ
べ
し
と
こ
そ
聖
人
は
お
お
せ
ご
と
あ
り
し
か
」（
（（
（

と
あ

り
、
第
九
通
に
は
「
念
仏
せ
ん
ひ
と
び
と
は
、
か
の
さ
ま
た
げ
を
な
さ
ん
ひ
と
を
ば
あ
は
れ
み
を
な
し
、
不
便
に
お
も
ふ
て
、
念
仏
を
も
ね
ん
ご
ろ

に
ま
ふ
し
て
、
さ
ま
た
げ
な
さ
ん
を
、
た
す
け
さ
せ
た
ま
ふ
べ
し
と
こ
そ
、
ふ
る
き
人
は
ま
ふ
さ
れ
さ
ふ
ら
ひ
し
か
」（（（
（

と
念
仏
弾
圧
者
に
対
す
る
言

辞
は
親
鸞
書
簡
に
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
法
然
か
ら
の
伝
聞
と
言
う
形
で
出
て
お
り
、
そ
れ
を
称
名
念
仏
や
い
の
り
と
「
と
ぞ
」
と
い
う
表
現
で

直
接
結
び
つ
け
た
の
は
門
弟
の
理
解
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
七
通
の
問
題

　

ま
た
第
七
通
で
は
「
わ
が
御
身
の
料
は
お
ぼ
し
め
さ
ず
と
も
」「
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
」「
わ
が
身
の
往
生
、
一
定
と
お
ぼ
し
め

さ
ん
ひ
と
は
」（
（（
（

と
三
段
形
式
に
し
、
そ
れ
を
い
ず
れ
も
「
念
仏
」
に
繋
げ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
信
心
」
は
介
在
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
部
分
は
親
鸞

の
思
想
と
は
言
い
難
い（（（
（

。
親
鸞
の
三
願
転
入
な
ど
の
三
段
形
式
は
門
弟
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
門
弟
の
著
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
の

三
段
形
式
を
形
式
的
に
模
倣
し
て
、
念
仏
を
重
視
す
る
立
場
の
門
弟
が
念
仏
と
往
生
と
の
関
係
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。



親
鸞
書
簡
の
信
憑
性
の
再
検
討
（
藤
井
（

二
三
三

第
十
三
通
の
問
題

　

第
十
三
通
は
第
十
通
か
ら
第
十
二
通
ま
で
の
慈
信
房
の
問
題
を
受
け
て
、
性
信
宛
の
書
簡
が
配
さ
れ
る
。
こ
れ
も
性
信
が
自
己
の
正
統
化
を
位
置

づ
け
る
た
め
に
作
成
（
偽
作
（
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
裁
判
が
終
息
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
親
鸞
が
述
べ
る
（
た
と
さ
れ
る
（

一
節
は
決
定
的
に
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
け
て
も
御
身
の
料（（（
（

は
い
ま
さ
だ
ま
ら
せ
た
ま
ひ
た
り（（（
（

。

　

親
鸞
が
他
人
の
往
生
が
決
定
し
て
い
る
か
否
か
を
決
め
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
親
鸞
に
よ
れ
ば
往
生
は
、
全
て
は
如
来
の
お
ん
は
か
ら
い
と

さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
記
述
は
門
弟
が
親
鸞
か
ら
往
生
決
定
の
免
許
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
言
辞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。

　

第
二
書
簡
群
に
あ
る
第
八
通
・
第
九
通
で
は
「
往
生
一
定
」「
仏
恩
」
問
題
が
扱
わ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
性
信
の
理
解
が
第
七
通
・
第
十
三
通
に

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
信
後
の
称
名
の
理
解
の
位
置
づ
け
は
、
第
八
通
・
第
九
通（（（
（

で
は
後
の
蓮
如
の
よ
う
に
報
恩
の
念
仏
と
明
確
で
は
な
く
、

そ
れ
を
う
け
た
親
鸞
門
弟
の
理
解
に
お
い
て
ゆ
ら
ぎ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
が
「
い
の
り
」
を
肯
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
政
治
と
宗
教
と
の
緊
張
関
係
は
、
良
く
も
悪
く
も
帰
洛
後
の
親
鸞
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
第
七
通
・
第
十
三
通
は
裁
判
を
通
じ
て
政
治

と
の
交
渉
を
も
た
ざ
る
を
得
ず
、「
い
の
り
」
を
肯
定
し
、
念
仏
を
政
治
的
状
況
と
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
性
信
の
理
解
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る（
（（
（

。

　

真
筆
と
さ
れ
る
「
か
さ
ま
（
笠
間
（
の
念
仏
者
の
う
た
が
い
と
わ
れ
た
る
事
」
の
最
後
で
「
こ
れ
さ
ら
に
性
信
坊
・
親
鸞
が
は
か
ら
ひ
申
に
は
あ

ら
ず
候
」（（（
（

と
さ
れ
、
性
信
は
親
鸞
か
ら
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
教
説
が
は
か
ら
い
を
ま
じ
え
な
い
他
力
に
基
づ
く
こ
と
を
示
す
意
味

で
あ
っ
て
、
親
鸞
が
人
の
往
生
を
決
定
す
る
第
十
三
通
の
言
辞
と
で
は
全
く
文
意
が
異
な
る
。
第
七
通
・
第
十
三
通
は
親
鸞
か
ら
の
書
簡
を
元
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
第
七
通
・
第
十
三
通
を
親
鸞
の
撰
述
と
認
め
る
こ
と
は
、
真
筆
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
留
保
す
べ
き
で
あ
る
。

　

了
祥
は
「
又
お
も
う
に
た
と
ひ
偽
書
を
な
す
も
の
そ
の
益
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
爾
る
に
念
仏
し
て
邪
見
の
者
の
た
め
に
す
と
い
つ
は
り
て
別
に
益

あ
る
こ
と
な
し
。
さ
れ
ば
偽
作
す
べ
き
所
由
な
き
か
」（（（
（

と
し
て
、
こ
の
書
簡
の
信
憑
性
に
つ
い
て
の
疑
い
を
中
止
し
て
い
る
が
、
再
三
述
べ
て
き
た

よ
う
に
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
編
纂
は
性
信
（
系
統
（
に
よ
る
自
己
正
統
化
の
意
図
が
あ
り
、
信
後
の
念
仏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
親
鸞
の
名
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前
を
か
り
て
自
己
の
理
解
を
示
す
た
め
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結
論
：

　
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
信
憑
性
は
従
来
の
指
摘
の
と
お
り
問
題
が
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
編
纂
者
の
意
図
を
も
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
通
か
ら
第
六
通
は
慈
信
房
宛
の
書
簡
で
あ
り
、
宛
名
は
意
図
的
に
伏
せ
ら
れ
、
第
七
通
の
性
信
宛
に
導
か
れ
る
。

　

第
七
通
・
第
十
三
通
の
性
信
宛
の
書
簡
は
、
性
信
が
自
己
の
正
統
化
の
た
め
に
作
成
し
、
第
一
通
か
ら
第
六
通
を
真
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
は
性
信

で
あ
る
と
す
る
た
め
に
性
信
宛
の
第
七
通
が
置
か
れ
る
。
第
十
二
通
は
慈
信
房
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
も
と
に
、
宛
先
を
変
更
し
、
第
十
通
・
第
十

一
通
と
と
も
に
慈
信
房
が
門
弟
た
ち
を
誣
告
し
た
と
い
う
結
論
を
示
そ
う
と
し
た
。
現
在
の
義
絶
問
題
に
対
す
る
一
般
的
理
解
は
こ
の
編
纂
者
の
意

図
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
慈
信
房
に
よ
る
誣
告
・
讒
言
を
経
て
、
親
鸞
の
信
頼
が
最
終
的
に
性
信
に
あ
る
と
示
そ
う
と
し
た
の
が
、
第
十
三
通
で

あ
る
。
第
十
四
通
か
ら
第
十
八
通
に
か
け
て
は
、
他
の
門
弟
の
協
力
を
得
て
、
参
照
し
う
る
書
簡
を
挙
げ
た
。『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
構
造
は

以
上
の
よ
う
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
そ
れ
で
は
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
や
義
絶
関
係
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
慈
信
房
に
関
連
す
る
問
題
が
ど
の
よ
う

な
時
間
経
過
を
た
ど
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
私
の
推
測
を
以
下
に
挙
げ
る
。

親
鸞
帰
洛
後

　
〝
造
悪
無
碍
〟
の
発
生

　

親
鸞
に
よ
る
慈
信
房
の
東
国
派
遣
（
建
長
四
〈
一
二
五
二
〉
年
頃
、
第
一
通
（（
関
連
、
第
二
通
～
第
六
通
（

　

慈
信
房
と
門
弟
と
の
対
立
発
生　

他
力
信
心
と
口
称
念
仏
（
第
十
一
通
（

　

具
体
的
事
例　

お
ほ
ぶ
の
中
太
郎
の
弟
子
が
慈
信
房
の
も
と
へ
う
つ
る
（
第
十
一
通
（

　

親
鸞
が
慈
信
房
に
対
し
て
常
陸
・
下
野
か
ら
奥
郡
へ
の
撤
退
を
勧
告
（
第
十
二
通
の
原
文
書
（

　

対
立
は
水
面
下
へ

親
鸞
没
（
弘
長
二
〈
一
二
六
三
〉
年
（

　

親
鸞
後
継
の
正
統
性
を
め
ぐ
っ
て
慈
信
房
と
門
弟
と
の
対
立
再
発

　

慈
信
房
に
よ
る
慈
信
房
宛
の
書
状
公
開
（
第
一
通
～
第
六
通
、
第
十
通
～
第
十
二
通
（
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慈
信
房
宛
の
書
状
を
も
と
に
し
た
性
信
に
よ
る
第
七
、
十
二
、
十
三
通
作
成
と
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
集
成

恵
信
尼
没
（
文
永
五
〈
一
二
六
八
〉
年
?
（

　

慈
信
房
宛
の
書
状
を
も
と
に
し
た
『
血
脈
文
集
』
第
二
通
「
義
絶
通
告
状
」、
義
絶
状
作
成

性
信
没
（
建
治
元
〈
一
二
七
五
〉
年
?
（

　

親
鸞
帰
洛
後
に
門
弟
の
間
で
〝
造
悪
無
碍
〟
説
が
発
生
し
、
社
会
的
問
題
と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
は
慈
信
房
を
〝
造
悪
無
碍
〟

説
の
矯
正
の
た
め
に
関
東
に
派
遣
し
た
。
慈
信
房
は
親
鸞
か
ら
教
え
ら
れ
た
他
力
信
心
の
教
え
を
伝
え
よ
う
と
し
た
が
、
念
仏
重
視
の
姿
勢
を
と
っ

て
い
た
門
弟
と
の
間
で
、
勢
力
争
い
が
発
生
し
た
。
第
十
一
通
の
「
み
な
と
し
ご
ろ
念
仏
せ
し
は
い
た
づ
ら
ご
と
に
て
あ
り
け
り
」「
ひ
ご
ろ
の
念

仏
は
、
み
な
い
た
づ
ら
ご
と
な
り
」（（（
（

と
い
う
慈
信
房
の
発
言
は
、
往
生
の
た
め
に
は
念
仏
を
称
え
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
、
信
心
の
契
機
を
欠
い

た
念
仏（（（
（

を
批
判
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
批
判
は
直
接
的
す
ぎ
、
門
弟
た
ち
の
面
目
を
傷
つ
け
、
対
立
が
起
こ
っ
た
。

　

関
東
門
弟
の
弟
子
た
ち
が
慈
信
房
の
も
と
に
移
る
な
ど
、
慈
信
房
と
門
弟
と
の
対
立
が
激
化
す
る
に
い
た
っ
て
、
親
鸞
生
存
中
に
親
鸞
か
ら
慈
信

房
に
は
常
陸
か
ら
奥
郡
へ
の
撤
退
勧
告
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
十
二
通
は
元
は
慈
信
房
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、「
う
つ
り
た
ま
う
べ

し
」
と
い
う
発
言
は
門
弟
よ
り
は
慈
信
房
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第
十
二
通
で
は
親
鸞
は
関
東
の
情
勢
を
厳
し
い
も
の
と
把
握

し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
義
絶
が
行
わ
れ
た
と
す
る
従
来
の
理
解
は
、
全
て
門
弟
側
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
簡
に
基
づ
い
た
推
測
で
あ
る
。

　

親
鸞
生
存
中
は
両
者
の
対
立
は
水
面
下
に
鎮
静
化
し
た
が
、
慈
信
房
は
親
鸞
没
後
に
発
生
し
た
門
弟
と
の
正
統
を
巡
る
争
い
の
中
で
、
親
鸞
生
存

中
に
自
身
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
公
開
し
た
。
そ
こ
に
は
信
見
房
・
善
証
坊
・
信
願
坊
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
批
評
が
書
か
れ
て
い
た
（
内
容
が
他
人

の
こ
と
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
親
鸞
は
文
書
の
全
面
的
公
開
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
（。
こ
れ
は
親
鸞
書
簡
の
一
つ
の
様
式
と
し
て

認
識
さ
れ
、
門
弟
が
義
絶
関
係
書
簡
（
義
絶
状
・
義
絶
通
告
状
（
を
作
成
す
る
際
に
（
文
意
と
し
て
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
っ
て
も
（
哀
愍
房
を
合
わ
せ
て

挙
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
義
絶
関
係
の
書
簡
に
お
け
る
哀
愍
房
出
現
の
不
自
然
さ
は
こ
れ
で
説
明
可
能
と
考
え
る
。
ま
た
偽
書
の
多
く
作
成
さ
れ
た

時
代（（（
（

で
あ
る
か
ら
、
門
弟
側
と
し
て
は
、
慈
信
房
が
親
鸞
の
名
前
で
門
弟
に
不
信
（
や
破
門
（
を
示
す
よ
う
な
書
簡
を
制
作
・
公
開
し
て
く
る
こ
と
も

恐
れ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
慈
信
房
に
対
し
て
、
そ
の
権
威
を
剥
奪
す
る
た
め
に
、
不
利
な
書
簡
を
作
成
す
る
動
機
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
の

書
簡
に
は
、
慈
信
房
が
公
開
し
た
書
簡
を
参
照
し
、
稚
拙
な
も
の
は
『
浄
土
法
門
見
聞
集
』
の
記
述
を
始
め
「
し
ぼ
め
る
花
」
の
意
味
を
曲
解
す
る
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義
絶
状
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

門
弟
側
が
結
束
し
、
慈
信
房
に
相
対
し
た
結
果
、
慈
信
房
の
教
線
は
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

親
鸞
書
簡
は
四
十
三
通
内
部
で
完
結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
周
囲
を
含
め
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
門
弟
の
時
代
の
著
作
と
推

定
さ
れ
る
『
浄
土
法
門
見
聞
集
』『
一
向
帰
西
鈔
』『
浄
土
真
宗
聞
書
』
な
ど
と
は
、
語
彙
（
強
縁
・
い
の
り
（
の
共
通
性
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
門

弟
の
間
で
問
題
と
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
：

『
定
本
』　　
　
　
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
法
蔵
館
、
一
九
六
九
―
一
九
七
〇

『
聖
教
』　　
　
　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
大
八
木
興
文
堂
、
一
九
四
一

『
史
料
集
成
』　　
『
真
宗
史
料
集
成
』
同
朋
社
、
一
九
七
四
―
一
九
八
三

『
真
蹟
』　　
　
　
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
法
蔵
館
、
一
九
七
三
―
一
九
七
四

『
古
今
和
歌
集
』　
『
謡
曲
集　

上
』
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店

参
考
文
献
：

梅
原
隆
章
［
一
九
六
一
］「
慈
信
房
義
絶
状
に
つ
い
て
」『
真
宗
研
究
』
六

遠
藤
美
保
子
［
一
九
九
九
］「
専
修
念
仏
「
造
悪
無
碍
」
の
研
究
史
小
考
―
「
親
鸞
と
一
念
義
」
へ
の
序
章
」『
仏
教
史
研
究
』
三
十
六

　
　
　
　
　

［
二
〇
〇
二
］「
親
鸞
の
思
想
を
語
る
に
消
息
集
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館

桜
井
好
朗
［
一
九
七
七
］「
親
鸞
の
一
消
息
の
解
釈
―
い
わ
ゆ
る
護
国
思
想
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
年
報
中
世
史
研
究
』
二

住
田
知
見
［
一
九
八
七
］『
異
義
史
之
研
究
』（
住
田
智
見
著
作
集
第
三
巻
（
法
蔵
館

多
屋
頼
俊
［
一
九
六
三
］
解
説
『
親
鸞
集
・
日
蓮
集
』
岩
波
書
店
・
日
本
古
典
文
学
大
系

　
　
　
　

［
一
九
九
二
］『
親
鸞
書
簡
の
研
究
』（『
多
屋
頼
俊
著
作
集
』
第
三
巻
（
法
蔵
館

常
磐
井
和
子
［
二
〇
〇
四
］「『
末
燈
鈔
』
を
読
み
解
く　

六
」『
高
田
学
報
』
九
十
二

平
松
令
三
［
一
九
八
八
］『
親
鸞
真
蹟
の
研
究
』
法
蔵
館



親
鸞
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憑
性
の
再
検
討
（
藤
井
（

二
三
七

　
　
　
　

［
二
〇
〇
五
］『
親
鸞
の
生
涯
と
思
想
』
吉
川
弘
文
館

藤
井　

淳
［
二
〇
一
三
］「
慈
信
房
善
鸞
上
人
義
絶
問
題
に
つ
い
て
」『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
一

細
川
行
信
［
一
九
七
七
］『
眞
宗
成
立
史
の
研
究
』
法
蔵
館

松
野
純
孝
［
一
九
七
一
］『
親
鸞　

そ
の
行
動
と
思
想
』
評
論
社

松
本
史
朗
［
二
〇
〇
一
］『
法
然
親
鸞
思
想
論
』
大
蔵
出
版

山
田
雅
教
［
二
〇
〇
三
］「
善
鸞
事
件
を
め
ぐ
る
研
究
史
」『
高
田
学
報
』
九
十
一

注（
１
（�

平
松
令
三
［
一
九
八
八
］
五
三
頁
は
こ
れ
ら
書
簡
の
集
成
さ
れ
た
も
の

を
「
集
成
本
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
成
立
を
下
る
も
の
で
も

正
慶
二
（
一
三
三
三
（
年
に
編
集
し
た
旨
が
識
語
に
記
さ
れ
る
『
末
灯
鈔
』

で
、
何
れ
も
鎌
倉
末
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
多
屋
頼
俊

［
一
九
六
三
］
一
八
頁
。

（
２
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
解
説
二
二
〇
―
二
二
一

（
３
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
四
一
、『
真
聖
』
二
―
七
二
七

（
４
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
六
九
、『
真
聖
』
二
―
七
一
八
。
括
弧
内
は
専

琳
寺
蔵
賢
心
写
本

（
５
（�

慈
信
房
が
義
絶
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
、
古
い
資
料
（
覚
如
期
ま
で
下
る
（

と
し
て
D
『
慕
帰
絵
詞
』
巻
四
・
第
一
段
と
E
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
巻
五
・

第
十
七
段
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
慈
信
房
が
門
弟
と
の
勢
力
争

い
か
ら
撤
退
し
た
後
に
義
絶
が
既
成
事
実
化
さ
れ
た
状
況
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
る
。

（
６
（�

こ
の
説
は
、
近
年
で
は
一
般
に
「
造
悪
無
碍
」
と
呼
ば
れ
る
。
た
だ
し

そ
の
用
語
が
近
代
以
降
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
遠
藤
美
保
子
［
一
九

九
九
］
参
照
。

（
７
（�

親
鸞
書
簡
の
引
用
は
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』『
真
宗
聖
教
全
書
』、
門

弟
の
著
作
は
『
真
宗
史
料
集
成
』『
異
義
集
』（『
真
宗
大
系
』『
続
真
宗
大

系
』（
を
用
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
は
現
代
の
読
み
の
便
宜
を
考
慮
し
て
適
宜
平

仮
名
に
改
め
た
。

（
８
（�『
高
田
学
報
』
九
十
一
に
影
印
あ
り
。『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
四
〇
―
四

四
、『
真
聖
』
二
―
七
二
七
―
七
二
九

（
９
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
六
七
―
一
七
二
、『
真
聖
』
二
―
七
一
七
―
七

二
〇

（
⓾
（�『
史
料
集
成
』
五
―
二
八
三
―
二
八
八
、『
異
義
集
』
巻
一
（『
真
宗
大

系
』
三
六
―
一
下
―
一
七
下
（。『
史
料
集
成
』
五
―
解
題
四
五　

月
筌

『
左
券
』「
念
フ
ニ
普
済
性
信
ナ
ド
ノ
筆
ナ
ラ
ン
」（
五
〇
下
（、
泰
巌
『
菽

麥
私
記
』「
然
レ
ド
モ
祖
師
御
直
弟
ノ
作
ナ
ル
可
シ
」（
五
六
上
（、
僧
樸



親
鸞
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性
の
再
検
討
（
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井
（

二
三
八

『
管
窺
録
』「
関
東
二
十
四
輩
ノ
中
。
古
老
僧
ノ
書
ト
ト
メ
タ
ル
書
ナ
ル
ヘ

シ
」（
九
六
下
（、
先
啓
「
源
海
作
」『
浄
土
真
宗
聖
教
目
録
』。
括
弧
内
は

『
真
宗
全
書
』
目
録
部
の
頁
数
。

（
⓫
（�『
史
料
集
成
』
五
―
五
一
―
五
六
、『
異
義
集
』
巻
四
（『
真
宗
大
系
』
三

六
―
一
七
六
上
―
一
八
五
上
（。
月
筌
・
泰
巌
・
僧
樸
は
存
覚
の
撰
述
と
し

て
い
る
が
、
了
祥
が
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
と
の
親
和
性
を
指
摘
す
る
の
に

従
う
。『
史
料
集
成
』
と
『
異
義
集
』
巻
四
所
載
で
は
文
の
長
短
が
あ
る
。

『
一
向
帰
西
鈔
』
の
「
い
の
り
」
が
出
る
個
所
は
『
異
義
集
』
巻
四
の
「
已

下
西マ

寺マ

仰
來
の
本
に
よ
り
て
こ
れ
を
続
く
」
以
下
に
あ
る
。『
異
義
集
』
巻

四
「
さ
れ
ば
念
仏
は
一
向
後
世
の
み
に
非
ず
。
さ
て
は
又
現
世
の
祈
と
も

な
る
べ
し
」（『
真
宗
大
系
』
三
六
―
一
八
二
上
（「
念
仏
を
も
て
今
生
の
祈

に
は
向
く
べ
か
ら
ず
。
唯
偏
に
往
生
の
為
に
は
念
仏
を
申
せ
ば
求
め
ず
計

ら
ざ
る
に
現
世
の
祈
と
も
な
る
な
り
」（
同
一
八
二
下
（。『
一
向
帰
西
鈔
』

と
第
七
通
で
は
前
者
が
結
果
的
に
「
い
の
り
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
と
、

後
者
が
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
が
異
な
り
、
む
し
ろ
前
者
の
方
が
親
鸞
の

思
想
に
近
接
し
て
い
る
が
、
往
生
の
た
め
に
信
心
を
介
在
せ
ず
、
他
力
思

想
が
現
わ
れ
な
い
点
で
は
第
七
通
と
同
じ
で
あ
る
。

（
⓬
（�『
史
料
集
成
』
五
―
二
七
五
―
二
八
二
、『
異
義
集
』
巻
四
（『
真
宗
大

系
』
三
六
―
一
六
八
下
―
一
七
六
上
（。『
異
義
集
』
巻
四
（『
続
真
宗
大

系
』
十
九
―
一
一
六
上
下
（
に
本
文
中
に
出
る
仏
滅
年
代
か
ら
考
証
し
て
、

了
祥
は
「
又
古
来
性
信
の
作
と
す
る
説
あ
れ
ど
も
、
建
治
元
（
一
二
七
五
（

年
入
寂
の
人
な
れ
ば
性
信
と
は
い
い
難
か
る
べ
し
。」
と
す
る
。
ま
た

「『
一
向
帰
西
鈔
』
と
同
計
に
し
て
、
表
に
一
向
専
修
を
う
り
、
裏
に
知
識

帰
命
無
念
念
心
の
計
を
含
む
か
」「
古
来
こ
れ
等
の
邪
書
、
み
な
性
信
の
作

と
す
、
恐
ら
く
は
同
所
飯
沼
の
善
性
の
作
に
し
て
、
こ
の
ひ
と
『
末
灯
鈔
』

に
出
る
吾
祖
厳
斥
の
も
の
、
も
と
こ
れ
栗
原
の
息
に
し
て
成
覚
の
弟
子
善

性
な
る
べ
し
」
と
す
る
。

（
⓭
（�

江
戸
期
の
了
祥
や
僧
樸
、
近
代
で
は
住
田
知
見
［
一
九
八
七
］
が
参
照

し
て
い
る
が
、
了
祥
を
除
い
て
本
格
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

（
⓮
（�『
異
義
集
』
巻
三
（『
続
真
宗
大
系
』
十
九
―
八
八
下
（「
一
に
は
『
浄
土

真
宗
聞
書
』『
一
向
帰
西
鈔
』、
是
れ
最
も
そ
の
古
な
る
も
の
」

（
⓯
（�

義
絶
状
を
真
作
と
す
る
立
場
と
し
て
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
平
松
令

三
［
一
九
八
八
］
六
九
―
八
六
頁
、
同
［
二
〇
〇
五
］
二
六
―
六
二
頁
。

（
⓰
（�

書
誌
に
つ
い
て
は
遠
藤
美
保
子
［
二
〇
〇
二
］
三
一
四
―
三
一
五
頁
参
照
。

松
本
史
朗
［
二
〇
〇
一
］
一
九
七
―
一
九
九
頁
に
〝
造
悪
無
碍
〟
を
基
準

と
す
る
編
集
に
つ
い
て
の
推
測
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
意
し
難
く
、

そ
れ
ら
の
書
簡
が
こ
の
書
簡
集
に
収
め
ら
れ
た
経
緯
は
本
稿
で
述
べ
る
。

（
⓱
（�「
但
是
一
時
救
僻
の
方
便
の
み
故
に
末
灯
に
是
を
の
ぞ
き
た
ま
ふ
な
る

か
」『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
二
四
上

（
⓲
（�
遠
藤
美
保
子
氏
は
親
鸞
真
筆
類
と
比
較
し
た
際
に
『
親
鸞
聖
人
御
消
息

集
』
に
見
ら
れ
る
語
彙
・
表
現
の
特
異
性
を
親
鸞
の
時
代
と
の
隔
た
り
に

起
因
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、
私
は
語
彙
・
表
現
が
親
鸞
真
筆
類
と
異
な

る
の
は
門
弟
に
よ
る
制
作
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
遠
藤



親
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二
三
九

氏
の
指
摘
は
親
鸞
書
簡
の
信
憑
性
を
再
考
す
る
上
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
⓳
（�「
第
十
八
の
本
願
を
ば
、
し
ぼ
め
る
は
な
に
た
と
え
て
、
人
ご
と
に
、
み

な
す
て
ま
い
ら
せ
た
り
と
き
こ
ゆ
る
こ
と
、
ま
こ
と
に
ほ
う
ぼ
ふ
（
謗
法
（

の
と
が
」『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
四
二
―
四
三
、『
聖
教
』
二
―
七
二
八

（
⓴
（�『
古
今
和
歌
集
』
一
〇
〇
頁
、
真
名
序
「
在
原
中
将
之
歌
、
其
情
有
余
、

其
詞
不
足
。
如
萎
花
雖
少
彩
色
、
而
有
薫
香
。」
同
三
三
九
頁

（
㉑
（�『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
は
一
般
的
な
教
養
と
し
て
、
ま
た
東
国
下
り
の

資
料
と
し
て
、
慈
信
房
ま
た
親
鸞
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
㉒
（�『
真
蹟
』
八
―
三
一
一
―
三
一
五
（
専
修
寺
蔵
正
月
十
一
日
本
（、『
真

蹟
』
十
―
二
〇
四
―
二
〇
八
（
専
修
寺
蔵
正
月
二
十
七
日
本
（、『
定
本
』

三
和
文
篇
―
一
七
一
―
一
七
二
（
専
修
寺
本
（、
二
〇
二
―
二
〇
三
（
光
徳

寺
本
（、『
真
聖
』
二
―
六
三
〇
―
六
三
一
、
六
四
八
（
異
本
（。

（
㉓
（�

法
性
法
身
・
方
便
法
身
の
位
置
づ
け
は
門
弟
の
著
作
の
中
で
も
し
ば
し

ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
比
較
的
注
目
さ
れ
て
い
た
議
題
で
あ
っ
た
。

（
㉔
（�『
弁
御
消
息
集
』（『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
二
四
上
（。
た
だ
し
了
祥
は

『
異
義
集
』
巻
二
（『
真
宗
大
系
』
三
六
―
九
三
な
ど
（『
異
義
集
』
巻
一

（『
続
真
宗
大
系
』
十
九
―
三
二
上
―
三
七
上
（
に
お
い
て
慈
信
房
が
邪
計

を
立
て
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
全
く
疑
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
了
祥
が

挙
げ
る
第
二
次
資
料
（『
慕
帰
絵
詞
』
巻
四
・
第
一
段
及
び
『
最
須
敬
重
絵

詞
』
巻
五
・
第
十
七
段
（
な
ど
に
よ
り
、
慈
信
房
の
邪
計
は
疑
う
点
の
な

い
も
の
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
山
田
雅
教
［
二
〇
〇

三
］
九
四
―
九
五
頁
参
照
。

（
㉕
（�

大
正
蔵
三
七
―
二
七
一
下
―
二
七
二
上
取
意
。
義
絶
通
告
状
の
作
者
は

『
西
方
指
南
鈔
』
下
本
「
し
ょ
う
如
ば
う
へ
御
消
息
」「
さ
と
り
こ
と
な
る

人
の
往
生
い
ひ
さ
ま
た
げ
む
に
よ
り
て
、
一
念
も
う
た
が
ふ
こ
こ
ろ
あ
る

べ
か
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
わ
り
は
、
善
導
和
尚
の
、
よ
く
よ
く
こ
ま
か
に
お

ほ
せ
ら
れ
お
き
た
る
こ
と
に
て
候
也
」。「
た
と
ひ
お
ほ
く
の
佛
そ
ら
の
中

に
み
ち
み
ち
て
、
ひ
か
り
を
は
な
ち
御
し
た
を
の
べ
て
、
悪
を
つ
く
り
た

る
凡
夫
な
り
と
も
、
一
念
し
て
か
な
ら
ず
往
生
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
ひ
が

事
ぞ
信
ず
べ
か
ら
ず
と
の
た
ま
ふ
と
も
、
そ
れ
に
よ
り
て
一
念
も
う
た
が

ふ
こ
こ
ろ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
…
」（『
定
本
』
五
―
二
六
〇
―
二
六
二
（
ま

た
「
お
ほ
ご
の
太
郎
へ
御
返
事
」（『
定
本
』
五
―
二
三
七
―
二
三
八
（
を

用
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
い
の
り
」
と
の
関
係
で
も
了
祥
は
『
弁
御
消
息

集
』
で
『
西
方
指
南
鈔
』
鎌
倉
の
二
品
比
丘
尼
へ
の
返
事
（『
定
本
』
五
―

一
九
九
（
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
（『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
三
〇

上
（。
私
は
こ
れ
ら
の
文
書
の
作
者
（
親
鸞
門
弟
（
は
『
唯
信
鈔
』『
西
方

指
南
鈔
』
の
理
解
に
基
づ
く
所
が
多
い
と
考
え
る
。

（
㉖
（�「
ま
こ
と
の
信
を
さ
だ
め
ら
れ
て
の
ち
に
は
、
弥
陀
の
ご
と
く
の
仏
、
釈

迦
の
ご
と
く
の
仏
、
そ
ら
に
み
ち
み
ち
て
、
釈
迦
の
お
し
え
、
弥
陀
の
本

願
は
ひ
が
ご
と
な
り
と
お
お
せ
ら
る
と
も
、
一
念
も
う
た
が
ひ
あ
る
べ
か

ら
ず
」『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
六
八
、『
聖
教
』
二
―
七
一
七

（
㉗
（�『
末
灯
鈔
』
第
二
十
通
（『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
〇
、『
聖
教
』
二
―

六
九
三
（
で
は
「
建
長
四
年
二
月
二
十
四
日
」

（
㉘
（�
真
筆
が
残
り
、
そ
こ
で
は
「
浄
信
」
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。



親
鸞
書
簡
の
信
憑
性
の
再
検
討
（
藤
井
（

二
四
〇

（
㉙
（�『
末
灯
鈔
』
に
宛
先
な
し
（『
聖
教
』
二
―
六
八
一
（、
真
蹟
書
簡
は
「
十

月
二
十
一
日
」（『
真
蹟
』
四
―
四
二
六
（

（
㉚
（�『
末
灯
鈔
』
に
宛
先
な
し
（『
聖
教
』
二
―
六
八
三
（。

（
㉛
（�

訴
訟
事
件
が
慈
信
房
と
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
期

か
ら
見
ら
れ
る
。

（
㉜
（�

多
屋
氏
は
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
を
全
十
六
通
と
し
、
第
一
通
～
第

十
一
通
と
第
十
二
通
以
降
で
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
全
十
八
通
と
す
る
際

の
区
分
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

（
㉝
（�『
末
灯
鈔
』
第
一
九
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
〇
六
、『
聖
教
』
二
―

六
八
五

（
㉞
（�『
末
灯
鈔
』
第
一
六
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
〇
一
、『
聖
教
』
二
―

六
八
二
。『
末
灯
鈔
節
義
』
巻
下
「
こ
の
仰
よ
り
見
れ
ば
慈
信
房
へ
と
拝
視

す
る
が
穏
な
り
」『
真
宗
大
系
』
二
三
―
八
一
上
、『
末
灯
鈔
壬
申
記
』
巻

四
「
此
章
は
御
子
の
慈
信
房
へ
下
さ
れ
た
る
御
消
息
と
も
み
ゆ
る
な
り
」

『
真
宗
大
系
』
二
三
―
二
八
三
上
。
細
川
行
信
［
一
九
七
七
］
一
一
六
頁
。

（
㉟
（�

第
一
通
・『
末
灯
鈔
』
第
二
〇
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
〇
、『
聖

教
』
二
―
六
九
三
。
第
六
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
六
、『
聖
教
』

二
―
六
九
五
。

（
㊱
（�

最
後
の
第
十
八
通
（
慶
西
宛
（
は
性
信
系
統
で
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る

『
血
脈
文
集
』
第
三
通
に
も
収
録
さ
れ
、
万
福
寺
本
『
交
名
帳
』
に
よ
る
と
、

慶
西
は
下
総
に
い
た
と
あ
る
の
で
、
性
信
系
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
真
仏
・
証
信
の
門
弟
に
も
慶
西
と
い
う
弟
子
が
存
し
た
。

（
㊲
（�

本
稿
で
は
こ
の
問
題
は
詳
し
く
扱
わ
な
い
が
、『
真
蹟
』
四
―
四
一
〇
を

見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、「
建
長
八
歳
〈
丙
辰
〉
五
月
二
十
八
日　

親
鸞
聖

人
御
返
事
」
と
記
さ
れ
る
の
は
別
紙
・
別
筆
で
あ
り
、
こ
の
年
号
は
書
簡

自
体
に
は
記
さ
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
書
簡
の
所
有
者
で
あ
っ
た
覚
信
は
親

鸞
が
亡
く
な
る
前
に
亡
く
な
っ
て
お
り
（『
善
性
本
御
消
息
集
』
第
三
通
・

『
末
灯
鈔
』
第
十
四
通
の
蓮
位
添
状
（『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
二
〇
、
二
二
、

『
聖
教
』
二
―
六
七
九
、
六
八
〇
（、『
口
伝
鈔
』
巻
下
（、
そ
こ
に
こ
の
書

状
の
日
付
を
用
い
て
義
絶
状
・
義
絶
通
告
状
を
制
作
す
る
余
地
が
生
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
私
は
義
絶
状
の
制
作
者
は
顕
智
で
は
な
く
、
性
信

系
統
と
考
え
る
。

（
㊳
（�

第
七
通
・
第
十
三
通
の
形
態
に
つ
い
て
了
祥
は
『
弁
御
消
息
集
』
で

「
二
本
の
御
消
息
と
も
に
御
跋
あ
る
は
な
く
こ
と
に
一
本
は
ま
た
く
末
灯
に

出
た
れ
ど
も
、
又
の
一
本
は
是
外
に
し
て
末
灯
に
不
レ
入
」「
善
知
識
の
御

跋
な
き
な
る
か
、
よ
く
よ
く
翫
味
す
べ
し
」（『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
二

四
上
（
と
し
て
い
る
。
了
祥
の
記
述
は
事
実
関
係
を
把
握
し
に
く
い
が
、

こ
の
第
七
・
十
三
通
の
形
態
を
疑
う
文
脈
の
中
で
出
て
く
る
。

（
㊴
（�

東
京
大
学
史
料
集
成
編
纂
所
が
公
開
し
て
い
る
『
鎌
倉
遺
文
』
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、「
～
御
房
御
返
事
」
は
親
鸞
・
真
宗
に
限
ら
ず
当
時
の

通
例
の
形
態
で
あ
る
が
、「
～
御
坊
御
返
事
」
は
親
鸞
書
簡
に
し
か
見
ら
れ

な
い
。『
善
性
本
御
消
息
集
』
と
『
末
灯
鈔
』
と
の
「
御
房
」
と
「
御
坊
」

の
異
読
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

（
㊵
（�

こ
こ
で
は
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
の
編
纂
者
に
①
他
の
門
弟
よ
り
借



親
鸞
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井
（

二
四
一

り
た
書
簡
と
②
手
を
加
え
る
書
簡
と
の
違
い
に
そ
れ
ぞ
れ
統
一
的
な
意
識

を
払
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
㊶
（�
書
簡
自
体
に
宛
名
を
改
変
し
た
例
は
真
筆
書
簡
に
お
け
る
「
し
の
ぶ
の

御
房
の
御
返
事
」（『
真
蹟
』
四
―
四
二
四
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
三
〇
、

『
末
灯
鈔
』
第
十
三
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
九
一
、『
聖
教
』
二
―
六
七

四
（
の
例
が
あ
る
。
そ
の
他
に
も
親
鸞
書
写
の
聖
教
の
宛
名
を
抹
消
し
、

書
き
換
え
て
伝
持
し
て
き
た
こ
と
は
、
聖
教
の
伝
承
者
の
自
己
正
統
化
の

表
れ
で
あ
り
、
私
は
宛
名
を
抹
消
、
変
更
さ
れ
た
可
能
性
も
親
鸞
書
簡
の

信
憑
性
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
㊷
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
二
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
四

（
㊸
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
六
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
六

（
㊹
（�

恵
空
写
本
で
は
第
十
二
通
の
宛
名
の
異
読
と
し
て
「
真
仏
」
を
挙
げ
て

い
る
。『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
五
一
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
九

（
㊺
（�『
末
灯
鈔
』
に
も
文
字
の
変
更
に
よ
っ
て
文
意
が
正
反
対
に
な
っ
た
個
所

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
松
令
三
［
一
九
八
八
］
五
八
頁
（
が
、『
親
鸞
聖

人
御
消
息
集
』
で
は
編
纂
者
の
自
己
の
正
統
化
の
意
図
に
よ
り
変
更
さ
れ

た
と
考
え
る
。

（
㊻
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
七
、『
聖
教
』
二
―
六
九
六

（
㊼
（�

桜
井
好
朗
［
一
九
七
七
］
六
五
b
、
常
磐
井
和
子
［
二
〇
〇
四
］
六
頁

は
性
信
の
意
図
と
は
関
係
づ
け
て
い
な
い
が
、
文
脈
か
ら
恵
空
写
本
の
読

み
を
と
っ
て
い
る
。

（
㊽
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
一
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
四

（
㊾
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
三
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
五

（
㊿
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
三
九
―
一
四
〇
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
三

（
�
（�『
異
義
集
』
巻
四
、『
続
真
宗
大
系
』
十
九
―
一
四
一
、
了
祥
の
指
摘
は

同
一
三
九
。
ち
な
み
に
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
一
節
は
「
こ
の
や
う
を
よ
く

よ
く
人
々
に
も
申
し
あ
は
れ
候
べ
し
」。

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
八
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
七
―
七
〇
八

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
五
〇
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
八

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
八
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
八

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
九
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
八

（
�
（�

松
野
純
孝
［
一
九
七
一
］
二
四
三
―
二
四
四
頁
は
「
た
と
え
ば
、
性
信
、

専
信
、
顕
智
ら
が
諸
所
に
移
動
し
て
い
た
こ
と
は
資
料
的
に
も
裏
付
け
ら

れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
の
根
拠
地
を
失
っ
て
移
動
し
て
い
た
こ
と

と
は
異
な
る
。

（
�
（�『
史
料
集
成
』
五
―
二
七
九
下
「
そ
も
そ
も
念
仏
ま
う
し
て
浄
土
に
往
生

せ
ん
と
お
も
は
ん
ひ
と
は
、
よ
き
強
縁
を
も
と
む
へ
し
。
そ
の
強
縁
と
い
ふ

は
、
一
心
に
弥
陀
の
本
願
を
た
の
み
、
一
向
に
も
は
ら
名
号
を
称
念
し
て
、

さ
ら
に
余
行
を
ま
し
へ
さ
れ
と
す
す
め
ん
ひ
と
を
、
ま
こ
と
の
善
知
識
と
た

の
む
へ
し
」
と
あ
る
。同
二
八
〇
下
「
か
る
か
ゆ
え
に
、つ
ね
に
善
知
識
に
ち

か
つ
き
て
、
自
力
の
迷
心
を
は
な
れ
て
、
他
力
の
信
心
を
う
へ
き
も
の
な
り
」。

私
は
こ
の
個
所
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
解
釈
の
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。

（
�
（�『
末
灯
鈔
』
第
二
〇
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
一
五
、『
聖
教
』
二
―

六
九
〇



親
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性
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討
（
藤
井
（

二
四
二

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
〇
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
三

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
七
五
―
一
七
六
の
注
記
参
照
。『
聖
教
』
二
―

七
二
〇

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
三
一
、
一
三
二
、
一
三
四
、『
聖
教
』
二
―
六

九
八
、
七
〇
〇

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
四
―
一
四
五
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
六

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
九
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
八

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
五
〇
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
八

（
�
（�『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
十
一
通
「
ま
た
、
か
や
う
の
き
こ
へ
な
ん
ど

さ
ふ
ら
へ
ば
、
そ
ら
ご
と
も
お
ほ
く
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」『
定
本
』
三
書
簡
篇

―
一
四
五
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
六

（
�
（�

そ
れ
で
は
門
弟
た
ち
は
自
分
た
ち
に
不
都
合
な
書
簡
（
第
十
通
追
伸
・

第
十
一
通
追
伸
（
は
隠
蔽
し
て
編
纂
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
当
時
は
裁
判
に
偽
書
が
多
用
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
一
方

的
に
自
己
に
有
利
な
文
書
を
作
る
よ
り
も
、
一
部
は
自
分
に
不
都
合
な
部

分
も
示
し
な
が
ら
、
終
極
的
に
自
分
に
有
利
な
よ
う
に
運
ぶ
ほ
う
が
よ
り

効
果
的
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
文
書
を

作
成
・
改
変
し
た
の
で
は
な
い
が
、
一
方
の
慈
信
房
に
と
っ
て
も
同
様
の

意
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慈
信
房
が
公
開
し
た
書
簡
は
必
ず
し
も

自
分
に
都
合
の
よ
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
（
第
十
一
通
な
ど
（
は
ず
で
あ

る
（
さ
ら
に
改
変
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
（
が
、
親
鸞
か
ら
慈
信
房
に
あ
て

ら
れ
た
全
て
の
書
簡
を
公
開
す
る
結
果
が
自
分
に
有
利
に
働
く
と
予
測
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
書
簡
集
の
読
者
の
対
象
は
主
と
し
て

自
己
の
門
弟
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慈
信
房
が
公
開
し
た
書

簡
に
手
を
加
え
た
こ
と
を
外
部
（
慈
信
房
側
（
か
ら
非
難
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
っ
て
も
そ
れ
は
問
題
で
は
な
く
、
自
己
の
教
団
内
部
に
対
し
て
の
み
機
能

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
新
興
宗
教
に
お
い
て
も
外
部
を
意

識
せ
ず
、
内
部
の
み
に
対
す
る
言
説
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
八
、『
聖
教
』
二
―
六
九
七　

異
読
「
よ
く

い
の
り
」

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
九
、『
聖
教
』
二
―
六
九
七

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
五
二
、『
聖
教
』
二
―
七
一
〇

（
�
（�

参
考
、
遠
藤
美
保
子
［
二
〇
〇
二
］
三
二
五
頁
、
常
磐
井
和
子
［
二
〇

〇
四
］
二
〇
頁

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
三
九
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
三

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
六
、『
聖
教
』
二
―
六
九
五

（
�
（�「
わ
ざ
と
す
ま
じ
き
こ
と
」
は
〝
造
悪
無
碍
〟
を
批
判
す
る
個
所
で
現
わ

れ
る
。
第
三
通
・『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
〇
九
、

『
聖
教
』
二
―
六
八
七
。
第
五
通
・『
末
灯
鈔
』
第
十
六
通
、『
定
本
』
三
書

簡
篇
―
一
〇
一
、『
聖
教
』
二
―
六
八
二
。
親
鸞
の
場
合
、〝
造
悪
無
碍
〟

〝
賢
善
精
進
〟
い
ず
れ
も
他
力
を
基
準
と
し
て
退
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
�
（�
蓮
如
は
『
末
灯
鈔
』
を
始
め
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
を
含
め
て
熟
読

し
た
上
で
『
御
文
』
を
著
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
御
文
』
二
帖
目
・

第
五
通
に
「
あ
い
か
ま
へ
て
油
断
な
く
、
仏
法
を
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
、
信



親
鸞
書
簡
の
信
憑
性
の
再
検
討
（
藤
井
（

二
四
三

心
決
定
す
べ
き
も
の
な
り
」
と
し
、「
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
」
の
対
象
を
称
名

で
な
く
、
仏
法
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
点
で
正
し
く
親
鸞
の
意
図
を
理

解
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
�
（�

参
考
、
常
磐
井
和
子
［
二
〇
〇
四
］
八
頁
（
二
一
（、
一
〇
〔
九
〕、
一

六
②
、
一
九
―
二
一
頁

（
�
（�『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
三
〇
上
。
参
考
、『
異
義
集
』
巻
四
『
浄
土
真

宗
聞
書
』
の
「
ま
た
発
願
廻
向
の
た
め
に
も
念
仏
を
先
に
す
べ
し
と
い
へ

り
。」
に
対
し
て
、「
自
力
廻
向
の
失
分
明
、『
歎
異
鈔
』
の
所
斥
お
も
ふ
べ

し
、『
一
向
帰
西
鈔
』
に
、「
さ
れ
ば
念
仏
は
一
向
後
世
の
み
に
非
ず
又
現

世
の
い
の
り
と
も
な
る
べ
し
」
云
々
と
、
い
ま
と
同
じ
。」『
続
真
宗
大
系
』

十
九
―
一
二
四
下

（
�
（�『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
二
四
下

（
�
（�

義
導
は
幕
末
の
元
治
元
（
一
八
六
四
（
年
に
講
じ
た
『
御
消
息
集
第
二

章
甲
子
録
』（
第
二
章
は
略
本
の
数
え
方
で
、
第
七
通
に
当
た
る
（
の
中
で
、

第
七
通
の
「
朝
家
の
た
め
国
民
の
た
め
に
念
仏
を
申
せ
よ
と
」
の
語
を

も
っ
て
、
真
宗
に
も
国
家
安
穏
の
祈
り
に
通
じ
る
念
仏
が
あ
る
と
法
主
の

御
直
書
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
は
「
常
の
御
教
化
に
そ
む
く
」（『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
七
二
下
（

と
反
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
真
宗
の
解
釈
で
は

こ
の
個
所
は
親
鸞
の
思
想
か
ら
異
質
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

（
�
（�『
末
灯
鈔
』
第
二
〇
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
一
五
、『
聖
教
』
二
―

六
九
〇

（
�
（�『
末
灯
鈔
』
第
二
〇
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
一
八
、『
聖
教
』
二
―

六
九
一

（
�
（�『
末
灯
鈔
』
第
二
〇
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
一
八
、『
聖
教
』
二
―

六
九
二

（
�
（�『
末
灯
鈔
』
第
一
九
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
〇
八
、『
聖
教
』
二
―

六
八
六　
『
末
灯
鈔
』
は
「
ま
ふ
し
あ
ひ
た
ま
ふ
」

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
二
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
四

（
�
（�『
真
蹟
』
四
―
四
〇
七
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
七
、
五
二
―
五
三
（
古

写
書
簡
（、
六
七
（『
末
灯
鈔
』
第
二
通
（、『
聖
教
』
二
―
六
六
〇
（『
末
灯

鈔
』
第
二
通
（

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
三
六
―
一
三
七
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
一

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二
八
―
一
二
九
、『
聖
教
』
二
―
六
九
七

（
�
（�

桜
井
好
朗
［
一
九
七
七
］
は
こ
の
う
ち
第
一
の
部
分
を
性
信
の
発
言
を

親
鸞
が
承
認
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

（
�
（�

第
七
通
・
第
十
三
通
の
「
料
」
の
使
用
法
が
異
例
で
あ
る
こ
と
は
、
常

磐
井
和
子
［
二
〇
〇
四
］
二
二
―
二
四
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

他
の
書
簡
を
参
照
し
、
親
鸞
に
特
徴
的
な
文
体
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
こ

と
か
ら
起
き
た
こ
と
で
説
明
可
能
で
あ
る
。

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
五
二
、『
聖
教
』
二
―
七
一
〇

（
�
（�

第
一
通
に
「
を
の
を
の
い
よ
い
よ
み
な
往
生
は
一
定
と
お
ぼ
し
め
す
べ

し
」（『
末
灯
鈔
』
第
二
〇
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
一
四
、『
聖
教
』

二
―
六
八
九
（
と
あ
る
の
は
、
直
前
に
出
る
、
す
で
に
亡
く
な
っ
た
「
明



親
鸞
書
簡
の
信
憑
性
の
再
検
討
（
藤
井
（

二
四
四

法
御
坊
」
と
「
ひ
ら
つ
か
の
入
道
殿
」
に
対
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
参

考
、『
末
灯
鈔
節
義
』
巻
下
『
真
宗
大
系
』
二
三
―
九
〇
上
（
で
、
第
三
通

の
聖
覚
・
隆
寛
に
対
し
て
「
往
生
の
め
で
た
く
お
わ
し
ま
し
そ
う
ら
え
」

（『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
〇
八
、『
聖
教
』
二
―

六
八
六
（
と
述
べ
る
の
と
と
共
に
故
人
に
対
す
る
言
辞
で
あ
り
、
現
に
生

き
て
い
る
人
に
往
生
の
資
格
の
沙
汰
を
す
る
こ
と
は
親
鸞
に
お
い
て
あ
り

え
ず
、
こ
の
第
十
三
通
の
表
現
は
「
料
」
の
用
法
が
特
異
で
あ
り
、
門
弟

側
の
往
生
決
定
の
免
許
を
求
め
る
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
る
。
参

考
、『
弁
御
消
息
集
』「
御
消
息
は
聖
覚
等
の
お
は
り
め
で
た
き
を
ほ
め
、

明
法
往
生
の
こ
と
の
ほ
か
に
ほ
め
た
ま
ふ
も
の
し
り
ぬ
べ
し
」『
真
宗
大

系
』
二
三
―
三
五
七
上
下

（
�
（�

可
能
性
と
し
て
は
第
八
通
・
第
九
通
に
も
門
弟
の
作
成
の
可
能
性
が
あ
る

が
、
第
七
通
ほ
ど
自
己
正
統
化
の
意
図
が
な
く
、
問
題
は
少
な
い
と
考
え
る
。

（
�
（�

こ
の
書
簡
が
時
代
を
遥
か
隔
た
っ
て
、
幕
末
か
ら
戦
前
に
至
る
時
期
に

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
書
簡
が
受
容
さ
れ
る
と
き
に
持
つ

性
質
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
�
（�『
真
蹟
』
四
―
四
〇
七
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
七
、
五
三
（
古
写
書
簡
（。

『
末
灯
鈔
』
第
二
通
、『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
六
八
、『
聖
教
』
二
―
六
六
一

（
�
（�『
真
宗
大
系
』
二
三
―
三
二
四
上

（
�
（�『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
四
四
、『
聖
教
』
二
―
七
〇
五
―
七
〇
六

（
�
（�

第
七
通
の
「
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
、
ま
づ
わ
が
身
の

往
生
を
お
ぼ
し
め
し
て
、
御
念
仏
候
べ
し
」（『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
一
二

九
、『
聖
教
』
二
―
六
九
七
（
と
い
う
個
所
に
は
信
心
を
全
く
介
在
し
て
お

ら
ず
、
門
弟
の
教
説
で
あ
ろ
う
。

（
�
（�

現
代
の
我
々
は
自
分
た
ち
の
持
つ
価
値
観
を
過
去
に
投
影
し
が
ち
で
あ

る
。
裁
判
に
関
わ
る
こ
と
は
少
し
前
ま
で
の
現
代
日
本
人
に
と
っ
て
何
か

や
ま
し
い
こ
と
に
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
自
己
の
所
有
権

を
主
張
し
頻
繁
に
裁
判
が
起
こ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
に
勝
訴
す
る
た

め
に
は
、
双
方
に
偽
文
書
の
作
成
を
含
め
て
自
己
を
有
利
に
す
る
活
動
が

な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
裁
判
事
件
に
お
い
て
、
純
朴
な
門
弟
達
が
狡
猾
な

慈
信
房
に
よ
る
讒
言
の
被
害
を
蒙
っ
た
と
し
ば
し
ば
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、

裁
判
に
関
わ
る
こ
と
は
双
方
と
も
に
〝
純
朴
〟
な
立
場
で
は
す
ま
さ
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
慈
信
房
義
絶
問
題
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
研
究

者
は
お
そ
ら
く
、
長
子
相
続
が
一
般
化
し
、
問
題
行
為
が
一
方
的
に
子
に

あ
る
場
合
の
近
世

4

4

以
来
の
勘
当

4

4

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
当
時
は
先
妻
・
後
妻
の
子
の
相
続
を
巡
っ
て
、
名
目
的
な
義
絶

も
含
め
て
多
発
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
義
絶
状
の
「
ま
ま
は
は
に
い
い

ま
ど
わ
さ
れ
た
る
」（『
定
本
』
三
書
簡
篇
―
四
一
、『
聖
教
』
二
―
七
二

八
（
と
い
う
表
現
は
そ
の
時
代
状
況
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
真
摯

に
捉
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
価
値
観
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
問

題
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
本
稿
は
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
（
年
十
月
の
第
六
十
回
佛
教
史
学
会
学
術

大
会
の
発
表
を
も
と
に
し
た
平
成
二
十
四
年
度
の
駒
澤
大
学
研
究
特
別
助
成
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
（


